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メディカルクリエートは遠隔画像診断に限らず
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遠隔診断 至急判定
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※弊社所属の医師は定期的に
精度管理テストを受けています（胸部・ 実施，胃部準備中）
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新年明けまして新年明けまして
おめでとうございますおめでとうございます
　会員の皆さまには、希望に満ちた令和六年の

新春をお迎えのことと心よりお慶び申し上げます。

また平素は、本会の運営に際しまして格別なご

支援とご協力を賜っておりますことに深く感謝

申し上げます。

　本年も、公益社団法人の精神と職能団体の役

割を果たすために、会員の皆さまと生き抜く決

意を内外に宣言し、新年のあいさつとさせてい

ただきます。

第一支部理事 佐藤　吉海

第二支部理事 大西　圭一

第三支部理事 大友　正人

第四支部理事 大野　　渉

第五支部理事 矢﨑　一郎

第六支部理事 仲西　一真

監事 田中　　宏

監事 淺野　克彦

顧問 小川　　清

顧問 鈴木　正人

 公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

会長 富田　博信

副会長 潮田　陽一

副会長 城處　洋輔

常務理事（学術） 中根　　淳

常務理事（学術） 滝口　泰徳

常務理事（総務） 今出　克利

常務理事（総務） 八木沢英樹

常務理事（公益） 佐々木　健

常務理事（編集・情報） 清水　邦昭

理事（財務） 肥沼　武司

理事（学術） 近藤　敦之

理事（学術） 浅見　純一

理事（編集・情報） 吉田　　敦

理事（公益） 紀陸　剛志
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公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
副会長　城處　洋輔

昨年11月8日における出来事ですが、職場の

同僚から「今日は何の日か分かりますか？」と

聞かれ、私は「良い歯の日ですか？」と答えま

した。何とも言えない空気が流れた後に、「レ

ントゲン博士がX線を発見した日ですよ」と言

われ、今までにどこかで聞いたかもしれません

がすっかり忘れていましてなかなか恥ずかしい

思いをしました。1895年11月8日はわれわれの

職業としての起源であり、日本においては1951

年に診療X線技師法、1968年には診療放射線

技師法が制定され、現在の診療放射線技師の

資格に至ります。近年では、2021年に医師の負

担軽減を目的とした、タスク・シフト/シェア

を推進するため、診療放射線技師法を見直して、

業務として行える行為を増やすことが盛り込ま

れました。

タスク・シフト/シェアについてはさまざま

な職種において行われています。当院の看護部

に特定看護師はいましたが、最近では診療看護

師（Nurse Practitioner：NP）が活躍し始めま

した。皆さまのご施設にも従事されている方が

いてすでにご存じかもしれませんが、私はこの

資格を初めて知りました。われわれの資格と同

じ「診療」という名前が付いていますが、どの

ような資格か調べてみますと、まず診療看護師

になるためには、看護師として5年以上の実務

経験を有し、かつ大学院修士課程を修了して資

格試験に合格する必要があります。では特定看

護師と何が違うのかというと、医療機関や大学

院などで特定行為の研修を修了すると、特定看

護師になれます。特定行為を実施するときは、

あらかじめ対応可能な範囲が明確に示された手

順書による医師の指示に基づき、指示範囲内で

あれば手順書通りに対応し、指示範囲を超えて

いれば改めて医師の指示を仰ぎます。これに対

し診療看護師は、全ての特定行為に加え、医師

の直接指示による相対的医行為も行うことがで

きます。従来より広い範囲の医行為を行えるた

め、現場で医師の判断を待たずに患者への対応

ができ、医師の負担軽減に大きな力を発揮する

ことが考えられます。

診療放射線技師も負けてられません。業務拡

大の一つに造影剤を使用した検査やＲＩ検査で

の静脈路を確保する行為ができるようになりま

した。最近では造影剤の副作用が少ないMRI

検査やRI検査から取り組み始めている施設も

増えてきているようですが、まだまだ少ない印

象があります。当院では看護部の協力もあり、

早い時期から研修体制を構築し、実施すること

ができましたが、施設の規模など環境も異なる

と実施が難しい施設もあるかと思います。ただ

し、スキルアップ、業務の効率化、最終的には

診療放射線技師の地位向上にも繋がる可能性も

あるため、積極的に取り組むことでのメリット

もあります。

まずは告示研修の受講が必須です。告示研修

の必要性は理解しているものの、業務上不必要、

費用などの理由で受講を控えている方もいると

思いますが、免許の更新としてぜひ受講をお願

い致します。

診療看護師って知っていますか？診療看護師って知っていますか？
巻
頭
言
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デキる人に共通すること
学術委員会
常務理事　滝口　泰徳

突然ですが、皆さまの周りにいる「デキる人」はどんな方でしょうか。私の周りにも多く
のデキる人がいますが、ほとんどの方に共通している点は、仕事モードの「on」と休息や遊
びモードの「off 」の切り替えがしっかりとできているということです。皆さまの周りにいる「デ
キる人」も仕事をバリバリこなしつつ、休日には仕事を忘れ、全力で遊んでいる方も多いの
ではないでしょうか。今回は仕事とプライベートのon・off の重要性についてご紹介します。

もっと仕事の成果を上げたい！評価が欲しい！デキる人になりたい！　ならば、もっともっ
と頑張らなければ��！　こう考えて、休日や夜のわずかな休息タイムまで仕事に費やして
いませんでしょうか。その熱意は大変素晴らしいものですが、プライベートを犠牲にしてま
で頑張っていることが、かえって仕事の成果が上がらない原因になっているかもしれません。「デ
キる人」は、プライベートを大事にします。仕事とプライベートを切り替え、脳にon・off の
メリハリをつけることでパフォーマンスが上がると理解しているからです。

デキる人がプライベートも大事にする理由は、「on」と「off 」の切り替えがうまくできるよ
うになると、脳が「off 」モードのときにしっかり休めるようになります。また、プライベー
トの時間にリフレッシュできるとストレスが軽減されるので、気持ちにも余裕が生まれます。
こうしたプラスの作用が重なると、脳を「on」モードに切り替えたときに高い集中力を発揮
することができます。つまり実力を発揮したい “ここぞ” というときに、良いパフォーマンス
を発揮できるのです。こうしたon・off 切り替えによる集中力の向上は、アスリートも重視し
ているのだそうです。

では、on・off の切り替えをうまく行うにはどうすればよいのでしょうか。それは次に紹介
する、3つのことを行えばよいそうです。
【1】仕事を家に持ち帰らない

仕事を家に持ち帰るのが当たり前になっている人は、まずその習慣をなくしましょう。終
業後は、仕事のことを忘れて脳をプライベートに切り替えるように意識してみてください。
就業時間内に仕事を終わらせることを徹底すれば、これまで以上に業務の優先順位をつけら
れるようになって、効率的に仕事が進められる可能性があります。
【2】1日1時間、リセット時間を作る

頼まれた資料が�、講習会のスライドが�、学会の準備が�など常に考えていると心から
休むことはできません。そこで1日1時間だけそれらを忘れ、考えないようにする「リセット
時間」を作るのがよいそうです。リセット時間には、自炊をしてゆっくり食事をする、ストレッ
チをするなど、自分のためだけに時間を使ってのんびり過ごしてください。
【3】あらかじめプライベートの予定を入れる

on・off の切り替えができない人は、そもそも休日やオフの時間に予定を入れることをし
ません。あまりの忙しさに休みのことまで考えられないのかもしれませんし、休みの間も仕
事のことを考えていたいのかもしれません。しかし、仕事ができる人ほどプライベートの予
定も充実しています。「忙しいから予定を空けられない」ではなく、あらかじめプライベート

コ
ラ
ム
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の時間に予定を入れてしまうのです。少し先の予定を入れることで、気持ちを安定的に保っ
てくれます。仕事に熱中するあまり、空いた時間はボーっとしているという方は要注意です。
プライベートで無計画な時間の使い方が習慣化すると、仕事でもメリハリの利いた時間の使
い方ができなくなり、思うような成果を挙げられなくなる可能性があります。毎週予定を立
てるのは難しいという人は、興味がある習い事を始めたり、ジム通いを始めたりといった規
則性のあるスケジュールにするのがお勧めだそうです。

私もいつか「デキる人」と言われるよう、on・off の切り替えをしっかりと行い、精進して
いきたいと考えています。もし、私と同様にon・off の切り替えが苦手と思う方は、上記の3
点を実施していただき、公私ともに充実させていただければ幸いです。

SART会誌コラム
総務委員会
常務理事　八木沢英樹

私自身、埼玉県診療放射線技師会役員になり14年が経過しました。はじめは、支部委員、
次に支部理事、編集情報理事、編集情報常務理事、総務常務理事といつの間にか長きにわた
り埼玉県診療放射線技師会のお世話になっています。続けて技師会の仕事ができるのは私自
身とても勉強になります。職場での仕事だけでは、体験・経験ができない事ばかりです。ま
た他施設の方との出会いも人生において刺激にもなりました。

編集情報委員会では、年4回発行の会誌企画・ホームページ掲載などを行っていました。会
員の興味を引くコンテンツ掲載企画には苦労しました。しかし、大変ではありますが会誌が
完成すると達成感で苦労が報われました。今回、総務委員会の担当となりました。沢山の定
期会議（理事会・常務理事会・常務理事連絡会）の準備、お知らせなどの連絡、会議の司会
進行、議事録作成などがあります。他には「定期総会」「役員研修会」「新春の集い」の準備・
進行など。また表彰委員会も委員として参加しています。

役員・委員の方は、責任感があり、仕事が丁寧で迅速に処理を行います。また人としても
尊敬できる方が多いです。研究会世話人と兼務されている方もやはり沢山います。職場でな
かなかいないタイプの方が多い気がします（良い意味で）。

技師会役員・委員の仕事で学べることは、企画の立て方・議案書・公文書の書き方、人付
き合いの礼儀やマナー、一番大きいなことは人との出会いです。さまざまな情報共有・相談
などができます。これらは、職場での仕事にフィードバックもできます。ぜひ、技師会の仕
事に興味を持っていただき委員から参加をお待ちしています。また技師会イベントにもどん
どん参加をお願いします。

コ
ラ
ム
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会 告

第37回埼玉県診療放射線技師学術大会の開催案内
および参加登録について

大　会　長　富田　博信
実行委員長　中根　　淳

　第37回埼玉県診療放射線技師学術大会を下記の日程で開催致します。
大会テーマは"「MANABI」求められる診療放射線技師をめざして"です。学術大会の醍醐味
である活発な議論を通じ、職場では得られない学びを持ち帰っていただこうと考え、今回こ
のようなテーマとしました。開催方法は、大宮ソニックシティでの会場と一部セッションの
Web配信を予定しています。皆さまに満足していただけるような魅力ある学術大会を目指し、
学術委員を中心に日々準備を進めてまいります。皆さまの参加を心よりお待ち申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日　　程：2024年3月3日（日）　
会　　場： 大宮ソニックシティ（国際会議室、市民ホール）

〒330-8669　埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-7-5
参 加 費： 事前申し込み　会員2,000円、非会員3,000円、賛助会員2,000円、学生無料

当日申し込み　会員3,000円、非会員4,000円、賛助会員2,000円、学生無料
　　　　　※ 埼玉県診療放射線技師会の会員以外であっても、日本診療放射線技師会・各都

道府県の診療放射線技師会の会員であれば会員とします。
内　　容： 一般演題・大会講演・特別講演・学術委員会企画など
演題募集期間：2023年10月2日（月）～2023年11月25日（土）　（終了しました）
参加登録：事前登録
　　　　　　2024年1月15日（月）〜2024年2月19日（月）
　　　　　　本会HPの参加申し込みフォームからお申し込みください。
　　　　　　 参加登録および参加登録費の入金を確認し、ご登録いただいたメールアドレス

へ参加方法をご案内致します。
　　　　　当日登録
　　　　　　会場の受付にて参加登録を行ってください。
支払方法：事前申し込み： 銀行振り込みまたはPayPayとなります。期限は2024年2月20日

(火)です。
　　　　　当日申し込み：現金またはPayPayとなります。
　　　　　事前支払いの場合は、以下にご注意ください。
　　　　　・ 振り込み先口座およびPayPay支払方法は、申し込み後の返信メールにてお伝えし

ます。
　　　　　・PayPayの場合、申し込み登録手順が3段階となります。
　　　　　・振り込み手数料は受講者がご負担ください。

会
告
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会 告

　　　　　・ 期限までにお支払いされない場合は、当日申し込みの参加費を会場でお支払いく
ださい。

領収書の発行
１．銀行振り込みの場合
　　各金融機関の日附印入り受領書、ATM利用明細書などをご使用ください。
２．ネットバンキングを利用した場合
　　 振り込み内容詳細などをご自身で印刷してください。印刷方法は各金融機関HPをご参照

ください。
３．PayPayの場合
　　自動返信メールの内容をご確認ください。
４．当日申し込みで現金支払いの場合
　　領収書を発行致します。
参加費の注意事項
・事前申し込みの参加キャンセルに対する返金は行いません。
・入金額が参加登録費に満たない場合、参加方法を記載したメールは配信されません。

連 絡 先： 公益社団法人埼玉県診療放射線技師会　
TEL：048-664-2728　FAX：048-664-2733

問い合せ： 埼玉医科大学総合医療センター　中根　淳　Mail：j-nakane ＠ sart.jp

以上

第 37 回
埼玉県診療放射線技師学術大会

主催：公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

問合せ：TEL 048-664-2728　対応時間（月・水・金（祝祭日は除く） 9:00 ～ 15:00）

e-mail sart@beige.ocn.ne.jp

「MANABI」
求められる診療放射線技師をめざして求 ら 診療放射線技師

参加費：
事前申し込み：会員 2,000 円、非会員 3,000 円、賛助会員 2,000 円、学生無料
当日申し込み：会員 3,000 円、非会員 4,000 円、賛助会員 2,000 円、学生無料

主催：公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

大　会　長：富田　博信（埼玉県診療放射線技師会会長）
実行委員長：中根　　淳（埼玉県診療放射線技師会常務理事）

こちらの QR コードより

お申し込みください。

会
告
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埼玉県診療放射線技師学術大会

主催：公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

問合せ：TEL 048-664-2728　対応時間（月・水・金（祝祭日は除く） 9:00 ～ 15:00）

e-mail sart@beige.ocn.ne.jp

「MANABI」
求められる診療放射線技師をめざして求 ら 診療放射線技師

参加費：
事前申し込み：会員 2,000 円、非会員 3,000 円、賛助会員 2,000 円、学生無料
当日申し込み：会員 3,000 円、非会員 4,000 円、賛助会員 2,000 円、学生無料

主催：公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

大　会　長：富田　博信（埼玉県診療放射線技師会会長）
実行委員長：中根　　淳（埼玉県診療放射線技師会常務理事）

こちらの QR コードより

お申し込みください。
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第37回埼玉県診療放射線技師学術大会抄録集

第37回
埼玉県診療放射線技師学術大会

プログラム集

「MANABI」
求められる診療放射線技師をめざして

開催日：2024年3月3日（日）
会　場： 大宮ソニックシティ

一部オンライン配信予定（Zoom）
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第37回埼玉県診療放射線技師学術大会抄録集

開催概要

大会名：第37回埼玉県診療放射線技師学術大会

テーマ：「MANABI」求められる診療放射線技師をめざして

会　期：2024年3月3日（日）　8：30 会場受付

大会長：富田　博信（公益社団法人埼玉県診療放射線技師会 会長）

会　場： 大宮ソニックシティ
埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-7-5
電話　048-647-4558（代表）
一部オンライン配信予定（Zoom）

主　催：公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

会場：大宮ソニックシティ

館内を直進するとソニックシティ

ホールのエレベーターがあります。

小ホールは２階 へ 、

国際会議室は４階
へ上がります。

大ホールは１階です。

エスカレーターで１階に下りて、左

手のソニックシティホール出入口

から入ります。

大ホール・小 ホール・国際会議 室

は ソニックシ ティホール 内 に あ

ります。

カプセルデッキを
直進 し、つきあたりの左手に

エスカレーターがあります。

国道 17 号線

武蔵野銀行

シーノ
大宮

埼玉
りそな銀行

大宮駅
至 東京・上野・新宿・横浜 至 春日部

至 熊谷

至 川越

至 日本橋

至 所沢

DOM 丸井

ARCHE
JACK
大宮

鐘塚
公園

大宮
そごう

歩
行
者
デ
ッ
キ

西口

至 高崎・宇都宮

さ
い
た
ま
・
春
日
部
線

ソニック
シティホール

パレスホテル
大宮

ソニック
シティビル

11

22
33

44

66
77

３
ＪＲ大宮駅西口

歩行者デッキにて直結 徒歩      分です。

市民ホール・会議室・展示場は

ビル内にあります。

大ホール・小ホール・国際会議室は

ホール内にあります。

55

ソニック
シティ
ビル

ソニック
シティ
ホール

大ホール
小ホール
国際会議室

市民ホール
会議室
展示場

88

右 手 にソニックシ ティビ ル が 見

えま す 。歩 行 者 デッキ を 右 手 に

進みます。

そご う を 左 手 に 見 な が ら 直 進

します 。
西口に出ると歩行者デッキを

進みます。

中央改札（北）・中央改札（南）・北

改札・南改札どの改札からも西口

へ出られます。（駅２階）

大宮駅改札を出たら西口に進

みます。

大ホール・小ホール・国際会議室は

右手 カプセルデッキを

進みます。

(市民 ホール・会議 室・展 示 場は
直 進します。）

大 ホー ル・小 ホー ル・国 際 会 議 室 へ お越しの お客 様

埼玉県さいたま市大宮区桜木町１ｰ７ｰ５

JR・東武アーバンパークライン　大宮駅西口
歩行者デッキにて直結　徒歩３分
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第37回埼玉県診療放射線技師学術大会抄録集

会場のご案内

受付
ソニックシティホール 4F

国際会議室前ロビー
第1会場 国際会議室
第2会場

ソニックシティビル 4F
市民ホール401

第3会場 市民ホール404
機器展示 市民ホール402・403

ソニックシティホール　4F　　　　　　　　　　　　　　　ソニックシティビル　4F

受付
ソニックシティホール 4F

国際会議室前ロビー

第 1 会場 国際会議室

第 2 会場

ソニックシティビル 4F 

市民ホール 401

第 3 会場 市民ホール 404
機器展示 市民ホール 402・403

ソニックシティホール 4F               ソニックシティビル 4F 

 

会会場場ののごご案案内内 

 

 

第第 11 会会場場 

受受 

付付 
 

 

第第 22 会会場場 

第第 33 会会場場 

機機器器展展示示 
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第37回埼玉県診療放射線技師学術大会抄録集

第37回　埼玉県診療放射線技師学術大会　プログラム

時間 第1会場
国際会議室 時間 第2会場

市民ホール401 時間 第3会場
市民ホール404 時間

第4会場
市民ホール
402・403

8:30 受付開始 8:30 受付開始 8:30 受付開始

9:00 【学術企画】
演題区分変更のお知らせ

9:00 【学術企画】
演題区分変更のお知らせ

9:00 【学術企画】
演題区分変更のお知らせ9:20 9:20 9:20

9:30 開会式
9:40

9:50 一般演題Ⅰ（5演題）
一般撮影1
座長：樋口　誠一

9:50 一般演題Ⅶ（4演題）
MRI
座長：妹尾　大樹 

9:50 【学術企画】
臓器別に考える〜乳腺〜①
座長：亀山　枝里
講師：坂口　由樹
　　　新島　正美
　　　宮崎　千晶

10:00

機器展示

10:30
10:40 一般演題Ⅷ（3演題）

安全管理
座長：小川　智久10:50 一般演題Ⅱ（4演題）

一般撮影2
座長：吉井　肇

11:00

11:10 一般演題Ⅸ（5演題）
その他
座長：廣田 絵美

11:30 11:30
一般演題Ⅲ（4演題）
学生
座長：吉澤　孝郁

11:40 一般演題Ⅺ（3演題）
Angio・透視
座長：茂木　雅和

12:00
12:10 ランチョンセミナー②

富士フイルムヘルスケア株式会社
講師：狩野　さおり

12:10
ランチョンセミナー①
富士フイルムヘルスケア株式会社
講師：市川　真仁 12:30【学術企画】　症例検討会

座長：浅見　純一
講師：池田　圭介
　　　山田　智子

12:40 一般演題Ⅳ（4演題）
CT1
座長：野々浦　成美

12:40 一般演題Ⅹ（4演題）
治療
座長：真壁　耕平

13:20 13:20 13:20

13:30【大会講演】 Zoom配信予定
学びの機会
座長：富田　博信
講師：尾形　智幸

14:30
14:30【特別講演】

臓器別に考える〜MMG〜②
乳腺診療のアップデート

（症例検討含む）
座長：田中　宏
講師：二宮　淳

14:40 一般演題Ⅴ（4演題）
CT2
座長：池野　裕太

14:40【学術企画】 STAT画像　
　　　　　 Zoom配信予定
座長：滝口　泰徳
ガイドラインの概要
講師：富田　博信
STAT画像報告運用方法について
講師：飯泉　隼

15:00

15:20

15:30 一般演題Ⅵ（3演題）
CT3
座長：白石　健吾

15:40

16:00 16:00

16:10 閉会式・表彰式
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第37回埼玉県診療放射線技師学術大会抄録集

参加者へのご案内
■　参加方法
１．本会HPより事前にお申し込みください。
　　事前登録の方は、当日のご案内を申込完了後、メールにてお知らせ致します。
２．参加費は、以下の通りです。
　　事前申し込み：会員2,000円、非会員3,000円、賛助会員2,000円、学生無料
　　当日申し込み：会員3,000円、非会員4,000円、賛助会員2,000円、学生無料
３．参加登録費の支払い方法は以下の通りです。
　　事前申し込み：銀行振り込みまたはPayPayとなります。期限は2024年2月20日（火）です。
　　当日申し込み：現金またはPayPayとなります。
４． 埼玉県診療放射線技師会の会員以外であっても、日本診療放射線技師会もしくは各都道府県の診療放

射線技師会の会員であれば会員とみなします。

【会場での参加】
１．ランチョンセミナーは当日受付にて整理券を配布します。

【オンラインでの参加】
１．ミーティングルームに入室する際には、受付番号と参加者名を設定してください。
　　例：99埼玉太郎
　　 参加者名が変更されていない場合、待機室に移動させていただく場合がありますので、必ず変更してく

ださい。
２．聴講時はマイクをミュート、カメラをオフに設定してください。
３．座長および演者に質問する場合は、チャット機能を使用してください。
４．参加前に必ず、「Zoom操作マニュアル〜参加者向け〜」を熟読してください。
　　　http://www.sart.jp/member2005/scrt/index.html

■　写真撮影などの禁止について
　　講演中の発表スライドの写真撮影・ビデオ撮影・録音は固く禁止致します。
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第37回埼玉県診療放射線技師学術大会抄録集

座長・演者へのご案内
■　一般演題演者の方へ

【演題受付】
１．発表スライドは、当日ではなく事前に提出していただきます。
２．学会で準備するパソコンのOSは、Windowsです。
　　発表スライドは、スライドサイズ4：3、PowerPoint 2019以降で作成することを推奨します。
３．登録方法や期間につきましては、メールにてご案内します。

【口述発表方法】
１．口述7分＋質疑応答3分です。
２．PowerPointのプレゼンテーションソフトを用いて行います。
　　（発表者ツールは使用できませんので、あらかじめご了承ください）
３．セッション開始20分前までに次演者席に着席してください。
４．プログラムの円滑な進行のため、時間厳守をお願いします。
　　
■　学術企画の演者の方へ
１．セッション開始20分前までに次演者席に着席してください。
　　　　

■　座長の方へ
１．セッション開始20分前までに次座長席に着席してください。
２． 各セッションの進行に関しましては、担当の座長に一任致しますので、割り当て時間を厳守していた

だきますようにお願いします。
３．事前に大会HPより参加登録をお願いします。

第
37
回
埼
玉
県
診
療
放
射
線
技
師
学
術
大
会
抄
録
集

埼玉放射線・Vol.72　No.1　2024 13（13）



第37回埼玉県診療放射線技師学術大会抄録集

学術企画　次年度学術大会のお知らせ
第1・2・3会場　9：00〜9：20

一般演題登録における演題区分の変更

埼玉県診療放射線技師会　学術担当理事　中根　　淳

2023年3月1日（水）に、日本診療放射線技師会から重要なお知らせとしてあったように、埼玉県診療
放射線技師会としても、2021年に制定された「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」
の指針を受けて、2024年度の学術大会より演題募集において倫理審査委員会の承認を受けることを必須
としました。ただし、日常の業務改善や症例報告については研究のカテゴリーとはせず、報告として発表
いただけるように致します。また、人を対象としないファントム実験などについては研究として、研究計
画や結果の分析ができていない場合には報告として発表していただくこともご検討ください。

2024年度の学術大会より、演題募集の際の演題区分を下記の通りとさせていただきます。皆さまには、
何とぞご理解をいただきますようお願い致します。

演題区分
１　研究

１）人を対象とした研究：倫理審査委員会の承認が必要
２）人を対象としない研究：倫理審査委員会の承認は不要

２　報告（研究目的でない医療の一環と見なせるもので、症例報告は所属機関の長の承認を得たもの）
１） 症例報告：個々の患者についての詳細な報告であり、症状・兆候・診断・治療などの詳細につい

てまとめたもの。症例数については定義しない
２） 技術報告：ファントムを用いた実験や、線量測定・画質評価・撮影条件の横断調査など、データ

取得過程も含め、人の個人情報、医用画像や診療情報を用いず、主に物理的な事実を検証し、そ
の理解を広めることを目的としたもの

３） 実践報告：日常の業務改善、放射線の安全管理・医療安全・勤怠管理・院内教育などの詳細につ
いてまとめたもの

４）その他：教育・臨床実習・実習前客観的能力試験など、教育などについての詳細をまとめたもの
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第37回埼玉県診療放射線技師学術大会抄録集

大会講演 Zoom配信予定
第1会場（国際会議室）　13：30〜14：30

座長：埼玉県診療放射線技師会会長　　富田　博信

学びの機会

講師：前さいたま赤十字病院　放射線科部　技師長　尾形　智幸

人生において転機は何度か訪れる。私の学びの機会は埼玉県診療放射線技師会からであった。旧第六地
区会から始まった多くの学びは、その後の人生を大きく変えてくれた。人生において訪れるさまざまな機
会をチャンスととらえるか貧乏くじと考えるかで結果は大きく変わってしまう。今回、皆さまに訪れる転
機を前向きにとらえる一助になれば幸いである。

受賞歴
平成 3 年 5 月 1 日 大宮赤十字病院　永年勤続表彰　勤続10年
平成13年 4 月 1 日 社団法人埼玉県放射線技師会表彰　勤続20年
平成13年 5 月 1 日 大宮赤十字病院　永年勤続表彰　勤続20年
平成23年 4 月 1 日 社団法人埼玉県放射線技師会表彰　勤続30年
平成23年 5 月 1 日 さいたま赤十字病院　永年勤続表彰　勤続30年
平成26年11月15日 公衆衛生事業功労知事表彰
平成29年 6 月 2 日 診療放射線業務功労者厚生労働大臣表彰
令和 5 年 4 月29日 叙勲　瑞宝双光章
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特別講演
第3会場（市民ホール404）　14：30〜16：00
座長：埼玉県立小児医療センター　田中　　宏

乳腺診療のアップデート

講師　二宮病院　二宮　　淳

乳腺の診療（診断・治療）は日々進歩・更新されており、診断に関しては各モダリティの技術の進化に加え、
近年ではAIを併用した診断能の向上や仕事の効率化が注目され、治療に関しては遺伝子関連検査の増加や、
それに基づいた薬剤の導入・治療選択肢の拡大があります。新しい知識・技術を使いこなすことで、今ま
で不明瞭・不正確であったものが明らかとなり、正確な判断ができることは、最終的に患者さまの利益に
つながると思われます。

普遍的で変わらない基礎的な知識・考えから、今日までの変遷についてお話できれば、また症例も交え
て皆さまと一緒に考えていきたいと思います。
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［学術企画］　症例検討会
第３会場（市民ホール404）　12：30〜13：20

座長：行田中央総合病院　　浅見　純一

～ 乳腺・消化管 ～

埼玉乳房画像研究会　山田　智子
埼玉消化管撮影研究会　池田　圭介

がん検診は他の分野と比較すると、従来から診療放射線技師による「読影の補助」が積極的に行われて
きた。多量の画像を扱う検診においては、撮影中に気が付いた点なども含めた診療放射線技師による「拾
い上げのチェック」は、読影の参考として医師からの要望も高く、以前から有効に活用されてきた。また
がん検診は、診療放射線技師の技術レベルやモチベーションにより、がんの発見率が大きく左右される分
野であるといっても過言ではない。特に、マンモグラフィ・消化管造影検査・超音波検査などは検査担当
者の手技や技量により結果が大きく左右される。検査中に異常に気付いた場合には、質的診断が可能とな
る追加撮影を行うこと、すなわち「診療放射線技師の専門性を生かした、読影しやすい画像を提供する」
ことが「読影の補助」として求められている。「検査担当者の読影能力と撮影技術（画像の質）は比例する」
といわれることからも、症例検討会へ積極的に参加し読影能力を向上させる努力が、がん発見率向上に結
びつく一助となる。

本企画は、アンサーパッドを使用した全員参加型の症例検討会である。読影者を指名することはせず、
乳腺・消化管ともに初学者にも分かりやすい症例の提示と解説を主とした、参加しやすい構成となっている。
ぜひ、多くの方にご参加いただき、アンサーパッドを使用し実際に参加することで、会場で行う症例検討
会の醍醐味を味わっていただきたい。そして本企画が今後症例検討会へ参加する契機になれば幸いである。
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学術委員会企画
第3会場（市民ホール404）　9：50〜11：30

座長：熊谷総合病院　　亀山　枝里

臓器別に考える～乳腺 腫瘤性病変～

マンモグラフィ　　　　　　　　　行田中央総合病院　坂口　由樹
乳腺エコー　　　　　　　　　　　熊谷生協病院　新島　正美
乳腺ＭＲＩ　　　埼玉医科大学国際医療センター　宮崎　千晶

近年、放射線治療・画像診断・管理などの医療用放射線領域に関する業務が増大しており、当該業務の
専門家として、医療現場における診療放射線技師の役割は大きなものとなっている。しかし、モダリティ
の高度化・専門化により、全てのモダリティを網羅し疾患鑑別を行うことが困難になってきている。その
ような中、われわれ診療放射線技師は従来のモダリティ別ではなく、臓器・疾患別に学んでいく事も重要
であると考えられる。 

埼玉県診療放射線技師会は以前より「臓器別に考える」ということで、モダリティに拘らず、臓器や疾
患に特化したシンポジウムを行ってきた。今回は乳腺をメインに各モダリティの検査方法や特徴、検査時
の工夫など実際の症例を交えて学べる内容とした。乳がんの罹患者数は増加の一途をたどり、死亡者数の
減少は十分に実現されていない。そのため早期乳がんの検出に向けて、質の高い画像提供と読影力の向上
が課題である。本セッションでは乳腺疾患の中でも腫瘤性病変に特化し紹介する。

本企画は、この後に行われる症例検討会や、特別講演で行われる「乳腺診療のアップデート」と共に学
んでいただくことで、さらに有用な知識を得られる構成となっている。ぜひ、多くの方にご参加いただき、
明日以降の業務で活かしていただければ幸いである。
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学術委員会企画 Zoom配信予定
第2会場（市民ホール401）　14：40〜15：40

座長：JCHO船橋中央病院　　滝口　泰徳

STAT画像報告

「STAT画像報告ガイドラインの概要と診療放射線技師の役割」

帝京大学　富田　博信

STAT画像報告ガイドラインは、日本医学放射線学会と日本診療放射線技師会が共同で策定したもので
ある。このガイドラインの主な目的は、緊急画像診断における生命を脅かす状態を迅速に報告することに
ある。診療放射線技師と医師間の迅速なコミュニケーションを重視し、CTやMRIなどのさまざまなモダ
リティにおける重要所見の例と報告項目を示している。これには、重要な画像所見の報告遅延による治療
の遅れや患者の死亡リスクを減らすことが目標である。緊急ケアにおける診療放射線技師の役割はますま
す期待されており、緊張性気胸や脳内出血、腹腔内遊離ガスなどの状態の報告に関する詳細な推奨事項を
含んでいる。本セッションではガイドラインの概要について平易に解説する。

「当院におけるSTAT画像報告運用方法について」

上尾中央総合病院　飯泉　　隼

近年、STAT画像の必要性に注目が集まり、今後の医療現場において重要なツールになることが予想さ
れる。われわれ診療放射線技師も、読影の補助からSTAT画像報告へと求められる行為に変化が起き、内
容を理解し現場にフィードバックすることが非常に重要となる。

当院では、STAT画像報告ガイドラインが公表されるより前となる2020年7月からSTAT画像報告の運
用を開始した。今回は、当院におけるSTAT画像報告の運用方法、現状評価と今後の課題について、包み
隠さず症例を交えながら紹介する。
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ランチョンセミナー
共催：公益社団法人埼玉県診療放射線技師会、富士フイルムヘルスケア株式会社

ランチョンセミナー①　第1会場（国際会議室）　12：10〜12：40

座長：埼玉医科大学病院　近藤　敦之
講師：富士フイルムヘルスケア株式会社　市川　真仁

富士フイルムヘルスケア株式会社は、MRIシステムの新しいモデルとして、70 cmの開口径を持つワ
イドボア1.5テスラ超電導MRIシステム「ECHELON Synergy （エシェロン シナジー） 」を発売した。
「ECHELON Synergy」は、被検者（および操作者）が検査室へ入室し検査完了して退出するまでの時
間を短縮する取り組みが行われている。撮像時に断層画像の位置・角度の自動設定が可能な機能やノイズ
除去技術など、AI技術を活用した機能・技術を搭載したMRIシステムで、受診者への受信コイルセッティ
ング時・寝台送り・操作コンソール上の操作など「ワンタップ」で撮像の実行をアシストするさまざま
な機能が搭載されている（これらを総称してSynergyDriveという）。また 「ECHELON Synergy」には、
局所励起型サチュレーションパルスを用いた選択的MRA描出方法や、Diff usion Kurtosis Imaging（DKI）、
また、3D画像解析ワークステーション「SYNAPSE VINCENT Core」を用いることで、磁化率定量的マッ
ピング（QSM）や4D fl owなどのAdvanced Applicationも対応可能となっている。

本講演では、「ECHELON Synergy」に搭載されたSynergyDriveと撮像アプリケーションについて解
説する。

ランチョンセミナー②　第2会場（市民ホール401）　12：00〜12：40

座長：埼玉医科大学総合医療センター　中根　　淳
講師：医療法人社団愛友会　伊奈病院　狩野さおり

当院は2023年8月の病院新築移転に伴い、Ｘ線ＴＶの更新を図った。今回の使用目的の中でERCPが
あるが、消化器内視鏡医からデバイスや臓器の重なりを避けて治療をしたい場面があるため、その機能が
必要とされた。従来はこのニーズを満たすためにＣアームが必要とされたが、今回導入した富士フイルム
ヘルスケア社製の『CUREVISTA Apex』は、オーバーチューブX線TVでありながら左右軸斜入が可能
な製品である。この機能により、ERCP時に受診者の体位を動かすことなく、デバイスや臓器の重なりを
避けることが可能となったため、その使用経験を報告する。
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　■　一般演題Ⅰ　一般撮影1
第1会場（国際会議室）　9：50〜10：40
座長：上尾中央総合病院　樋口　誠一

１．人工膝関節(TKA、UKA)の撮影判断基準の検討について
丸山記念総合病院　医療技術部放射線科　関谷　直樹

２．デジタルマンモグラフィ装置における2つの撮影モードの比較検討
上尾中央総合病院　放射線技術科　岡田　　彩

３．目標線量指標(Target Exposure Index:EIt)を用いた腹部ポータブル撮影における撮影条件の検討
上尾中央総合病院　放射線技術科　星野美紗子

４．長尺撮影における結合用マーカーの作成
埼玉医科大学病院　中央放射線部　山川　千夏

５．新人診療放射線技師の撮影技術指導における補助具使用の有用性
彩の国東大宮メディカルセンター　放射線科　谷川　　奨

　■　一般演題Ⅱ　一般撮影2
第1会場（国際会議室）　10：50〜11：30

座長：JCHOさいたま北部医療センター　吉井　　肇

６．ダイナミックレンジ圧縮処理による濃度域の基礎的検討
上尾中央総合病院　放射線技術科　仙崎　莉子

７．頭部撮影における散乱線補正処理の有用性
埼玉医科大学病院　中央放射線部　原　光之介

８．下肢長尺撮影におけるダイナミックレンジ圧縮処理の至適パラメータの検討
上尾中央総合病院　放射線技術科　長内　俊樹

９．移動型X線透視診断装置におけるエッジフィルタの画質への影響
埼玉県済生会加須病院　放射線技術科　長谷川　史
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　■　一般演題Ⅲ　学生
第1会場（国際会議室）　11：30〜12：10

座長：埼玉医科大学総合医療センター　吉澤　孝郁

10．マンモグラフィトモシンセシス画像の特性評価〜コントラストの違い〜
日本医療科学大学　保健医療学部　診療放射線学科　松本　京佳

11．マンモグラフィトモシンセシス画像の特性評価〜信号サイズの違い〜
日本医療科学大学　保健医療学部　診療放射線学科　濵上　冬凜

12．マンモグラフィトモシンセシス画像の特性評価〜信号高さの違い〜
日本医療科学大学　保健医療学部　診療放射線学科　井出　泰誠

13．マンモグラフィトモシンセシス画像の特性評価〜信号位置の違い〜
日本医療科学大学　保健医療学部　診療放射線学科　新井　陽翔

　■　一般演題Ⅳ　CT1
第1会場（国際会議室）　12：40〜13：20

座長：さいたま市立病院　野々浦成美

14．急性腹症精査にて認めた特発性大網捻転症の1例
彩の国東大宮メディカルセンター　放射線科　畠山　　栞

15．下肢CTAにおける2断面テストインジェクション法の検討
JCHO埼玉メディカルセンター　放射線技術部　鈴木　優太

16．逐次近似応用再構成法の違いが頭部CTAに与える影響
埼玉医科大学病院　中央放射線部　黛　　大葵

17． 当直帯におけるETUDE（Expect The Unexpected diseases in Emergency）リスト運用の有用
性についての検討

三郷中央総合病院　放射線技術科　大原　諒太
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　■　一般演題Ⅴ　CT2
第1会場（国際会議室）　14：40〜15：20
座長：さいたま赤十字病院　池野　裕太

18．低線量肺がんCT検査における撮影条件と至適kernelの検討
石心会さやま総合クリニック　放射線室　菊地　春那

19．頭部単純CT検査の画像処理作業をAIへのタスクシフトの検証
埼玉医科大学総合医療センター　中央放射線部　千葉　　南

20．64列CT装置の高速撮影における撮影条件の組み合わせが画質に与える影響
埼玉医科大学総合医療センター　中央放射線部　峯村　祐美

21．CT値と骨密度における相関関係の比較と検討
JCHO埼玉メディカルセンター　放射線技術部　中島　一晴

　■　一般演題Ⅵ　CT3
第1会場（国際会議室）　15：30〜16：00

座長：埼玉医科大学総合医療センター　白石　健吾

22．歯科CBCTにおけるFOVの違いによる画質変化の検討
上尾中央総合病院　放射線技術科　迫村　京香

23．口腔領域における歯科用CTと医科用CTの画質比較
埼玉医科大学総合医療センター　中央放射線部　坂巻　愛莉

24．歯科CBCTにおける180度撮影モードの至適再構成フィルタの検討
上尾中央総合病院　放射線技術科　高橋　怜央
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　■　一般演題Ⅶ　MRI
第２会場（市民ホール401）　9：50〜10：30

座長：埼玉医科大学国際医療センター　妹尾　大樹

25．MultiShot-EPI法の撮像条件の基礎的検討
石心会さやま総合クリニック　放射線室　加藤　佑基

26．圧縮センシングを用いた肩関節MRIの検討
埼玉医科大学病院　中央放射線部　町田　友紀

27．当院の頭部MRI撮像におけるネックカラーを使用した体動抑制の有用性の検討
三郷中央総合病院　放射線技術科　野上　由樹

28．オフセンターにおける拡散強調画像の歪み低減の検討
彩の国東大宮メディカルセンター　放射線科　今野　翔太

　■　一般演題Ⅷ　安全管理
第２会場（市民ホール401）　10：30〜11：00

座長：上尾中央総合病院　小川　智久

29．胸部CT検査における基準線量超過件数減少に向けた取組み
メディカルトピア草加病院　放射線技術科　海老原香織

30．水晶体測定用線量計導入による術者の被ばく管理について
三郷中央総合病院　放射線技術科　松本　大生

31．演題取り下げ
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　■　一般演題Ⅸ　その他
第２会場（市民ホール401）　11：10〜12：00

座長：小川赤十字病院　廣田　絵美

32．当院放射線科における感染対策の意識向上への取り組み
JCHO埼玉メディカルセンター　放射線技術部　北山　貴章

33．急性虫垂炎疑いにおける超音波検査からCT検査につながる症例の検討
埼玉県立小児医療センター　放射線技術部　佐藤　克哉

34．SPECT/CTにおける脳血流シンチグラフィでの吸収補正の検討
JCHO埼玉メディカルセンター　放射線技術部　御厨　香名

35．Saitama Stroke Network(SSN)における来院から治療までの迅速化に対する放射線科の工夫
埼玉県済生会加須病院　放射線技術科　松﨑　千波

36．骨密度検査の精度向上への取り組み
さいたま市立病院　中央放射線科　大角　哲也

　■　一般演題Ⅹ　治療
第２会場（市民ホール401）　12：40〜13：20

座長：済生会川口総合病院　真壁　耕平

37．前立腺癌放射線治療における3種のポータブル超音波装置の膀胱容量測定精度の比較
彩の国東大宮メディカルセンター　放射線科　山本　楓汰

38．吸引バッグの種類ごとの放射線減弱率と放射線治療計画装置による線量計算の比較
彩の国東大宮メディカルセンター　放射線科　藁谷　瞭太

39．放射線治療用マーカを使用した前立腺IMRTにおける治療時間の変化
埼玉医科大学総合医療センター　中央放射線部　大竹　綾乃

40．放射線治療計画CTにおける金マーカを考慮した画像再構成条件の検討
埼玉医科大学総合医療センター　中央放射線部　宮下明日香
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　■　一般演題Ⅺ　Angio・透視
第３会場（市民ホール404）　11：40〜12：10

座長：上尾中央総合病院　茂木　雅和

41． 経皮的心房中隔欠損症閉鎖術（ASO）においてサイジングバルーンを用いたマニュアルキャリブレー
ションの有用性

埼玉県立小児医療センター　放射線技術部　藤畑　将理

42．消化管撮影の線量低減の取り組み
埼玉県済生会加須病院　放射線技術科　鈴木　孝義

43．造影コーンビームCTの希釈倍率の定量評価
彩の国東大宮メディカルセンター　放射線科　西澤佑吉朗
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一般演題Ⅰ　一般撮影1
第1会場（国際会議室）　9：50〜10：40
座長：上尾中央総合病院　樋口　誠一

１．人工膝関節（TKA、UKA）の撮影判
断基準の検討について

丸山記念総合病院
医療技術部放射線科

○関谷　直樹、織田　徹也
森　　健司、木村　浩明

【目的】膝関節術後の一般撮影では、撮影画像の
インプラントの見え方に差があった。術後撮影の
判断基準を検討し、画像の再現性が改善されたか
評価した。
【方法】整形外科医に術後の診断するポイントを
確認し、それらを押さえた撮影法を検討した。膝
関節の3D画像よりインプラントのずれがどの範
囲まで許容範囲となるか整形外科医に判断しても
らい基準を設定した。TKA、UKA20例ずつ抽選
し、検査画像が基準に達しているか評価した。基
準に達した割合を基準設定前と後で比較し画像が
改善されたか評価した。
【結果】正面像ではインプラントが左右方向に±
８度以内、上下方向に±８度以内のずれが判断基
準となった。側面像では大腿骨内顆、外顆のずれ
が5mm以内となった。基準に達している割合は
設定前で54％、設定後で100％となった。
【結語】基準を設けることで前回の検査との比較
における再現性が改善され、術後の撮影画像の診
断能が向上した。

２．デジタルマンモグラフィ装置における
2つの撮影モードの比較検討

上尾中央総合病院
放射線技術科

○岡田　　彩、手塚　裕奈、齊藤　里奈
立野　友香、市浦　京子、藤井　紀明

【目的】当院のGE社製乳房撮影装置Senographe 
Pristinaでは、線量と画質において最適なバラン
スで撮影条件が設定されるAOP STDモードを使
用している。今回、画質を重視したAOP STD+
モードを使用するため、性能把握を目的とし検討
を行った。

【方法】PMMAファントムを用いて厚さ20、30、
40、60mmで各モードについてAGD、CNRの
測定を行った。

【結果】20mmでは、各モードで撮影条件が同
様であった。また30mmではAOP STDと比較
し、AOP STD+ではAGD11.4%、CNR2.6％増
加、40mmではAGD22.2%、CNR12.6％増加、
60mmではAGD60.6%、CNR27.9％増加した。

【まとめ】乳房厚が大きくなる程、AOP STDと
比較してAOP STD+における線量の増加と画質
の向上の割合が大きい傾向にあることが示唆され
た。
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３．目標線量指標（Target  Exposure  
A Index :E I t )を用いた腹部ポータブ
ル撮影における撮影条件の検討

上尾中央総合病院
放射線技術科

○星野美紗子、樋口　　新、瀬谷　一馬
松久保桃佳、茂木　雅和、藤井　紀明

【目的】移動型X線撮影装置を用いた散乱線除去
処理(VG)併用腹部X線撮影において、EIから算
出された目標線量指標(EIt)を用いて撮影条件を
検討した。
【方法】(1)撮影画像200枚を対象にEItを算出
し、基準撮影条件を決定(2)算出値よりEI/mAs:
①500/1.8②743/2.8③938/3.6④1026/4.0⑤
1229/5.0の5通りのファントム撮影画像を取得
(3)BG･上腹･下腹にROIを設定し、コントラス
ト・ノイズを算出し評価(4)正規化順位法でコン
トラスト・粒状性・鮮鋭度の視覚評価を行った。
【結果】算出された基準撮影条件はEI:938の
3.6mAsであった。コントラストは①②③で差は
なく④⑤で低下し、ノイズは④⑤で低下した。視
覚評価は、コントラスト･鮮鋭度共に②③で有意
差を認めず、粒状性は⑤で最も視認性が向上した。
【結語】EItを用いたVG併用腹部X線撮影条件は
2.8mAsであった。

４．長尺撮影における結合用マーカーの作
成

埼玉医科大学病院
中央放射線部

○山川　千夏、髙橋　　忍
岡本　泰正、平野　雅弥

【背景・目的】当院の長尺撮影システムは、FPD
３枚を縦に並べ１回曝射にて撮影を行っており、
そのパネル端の結合位置については、前後パネル
の境目に写り込んだ被写体のエッジから自動で決
定される。今回、画像結合時に利用する高吸収
マーカーを作成したため報告する。

【方法】低融点鉛を加工し、数種類の高吸収マー
カーを作成した。最も使いやすいものを当院技師
を対象としたアンケート調査により決定した。

【結果・考察】三角形が最も多く選ばれ、結合部
前面パネルの筐体補正が行われる部分にまたがる
大きさが選択された。また画像結合部両側にマー
カーを配置することによって結合精度が向上する
傾向にあった。高吸収マーカーのエッジを装置側
が認識し、精度向上に繋がったと考えられる。

【結論】作成したマーカーを使用することで、長
尺撮影における結合位置の手動での調整が簡便に
なった。
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５．新人診療放射線技師の撮影技術指導に
おける補助具使用の有用性

彩の国東大宮メディカルセンター
放射線科

○谷川　　奨、中村　哲子

【目的】単純撮影におけるアントンセン氏Ⅰ法は、
希少な上に難易度の高い撮影法である。再現性の
高い画像を得ることを目的とした補助具を作成し、
その補助具を用いた新人診療放射線技師の技術指
導の有効性について検討する。
【方法】下肢を撮影したCTのデータより、作成
したVR画像を使って、後距踵関節と中距踵関節
を直線的に描出する角度を計測し、その平均から
補助具の最適角度を算出した。自作補助具・下肢
ファントムを用いて、新人診療放射線技師4人に
対しアントンセン氏Ⅰ法の撮影指導を行い、距踵
関節と足根洞の描出技術の習得について、昨年度
の指導実績と比較した。
【結果】補助具の使用により距踵関節の描出割合
は向上し、撮影技術習得時間も激減した。
【考察】アントンセン氏Ⅰ法について補助具を用
いた指導は有効であった。
【まとめ】希少撮影は経験できる機会が少ないため、
補助具を使用した指導には有用性があり、撮影技
術習得の一助となる。
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一般演題Ⅱ　一般撮影2
第1会場（国際会議室）　10：50〜11：30

座長：JCHOさいたま北部医療センター　吉井　　肇

６．ダイナミックレンジ圧縮処理による濃
度域の基礎的検討

上尾中央総合病院
放射線技術科

○仙崎　莉子、新井　隼統、中村　亮太
飯干　理久、小川　智久、藤井　紀明

【目的】マルチダイナミックレンジ圧縮処理(以下、
MDT)を使用する際、最適なパラメータを選択す
ることが重要である。本検討では、MDTパラメー
タ(A〜H)による濃度域の変化について検討した。
【方法】撮影条件をA〜Dは45kV、1.6mAs、E
〜Hは60kV、10mAsでアルミスロープを撮影
した画像にパラメータをA〜Hと変化させた。物
理評価としてプロファイルカーブを作成し比較。
視覚評価としてアルミスロープ画像を15段階に
区切り濃度域の変化点を比較した。
【結果】物理評価はA〜DではA、B、C、Dの順
に濃度域が広くなり、E〜HではE、F、G、Hの
順に濃度域が狭くなった。視覚評価は物理評価同
様、低濃度側、高濃度側で共に有意差を認めた。
【結語】低濃度圧縮であるA〜DではA、B、C、
Dの順に処理領域が高濃度側に広がり、高濃度圧
縮であるE〜HではH、G、F、Eの順に処理領域
が低濃度側に広がった。

７．頭部撮影における散乱線補正処理の有
用性

埼玉医科大学病院
中央放射線部

○原　光之介、平野　雅弥
岡本　泰正、堀切　直也

【目的】頭部側面撮影における散乱線補正処理を
用いたグリッドレス撮影の有用性について評価を
行った。

【方法】72kV、9mAs、120cm、グリッドあり
で撮影した画像（RG）を基準とし、mAs値を4、5、
7、9mAsと変化させたグリッドレス・散乱線補
正処理画像（IG）を比較対象とした。物理評価
としてNNPSとTTF、主観的評価としてIQFと
Scheff eの一対比較法を使用した。

【結果】TTF、Scheff eの一対比較法による評価に
有意な差は見られなかった。NNPSとIQFによる
評価では、RGの9mAsとIGの5mAsで同等の結
果となった。

【結語】散乱線補正処理を使用することにより撮
影条件の低減と、斜入による画像の濃度ムラの低
減が可能であることが示唆された。IGにおける
至適条件は72kV、5~7mAs程度と考えられる。
4mAsにて画質低下を示した理由として入射線量
の不足が考えられる。
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８．下肢長尺撮影におけるダイナミックレ
ンジ圧縮処理の至適パラメータの検討

上尾中央総合病院
放射線技術科

○長内　俊樹、小宮山詞也、宮本　桃子
市川　　暁、藤井　紀明

【背景】人工膝関節置換術での術前計画として下
肢長尺撮影画像を使用して計測を行っている。計
測には股関節から足関節までの範囲を撮影する必
要があるが、体厚差による濃度変化により視認性
が低下する事がある。そこでダイナミックレンジ
圧縮処理(以下、DR圧縮処理)を用いて濃度変化
を改善し、視認性の向上が可能か検討した。
【方法】臨床画像に対し、DR圧縮処理のパラメー
タであるMDTをI、M、P、Rに変化させた画像
を取得し、物理評価として大腿骨頭・膝関節・足
関節・軟部組織に関心領域を設定し、パラメータ
ごとの変動係数を算出し比較した。また各組織お
よび全体の視認性について視覚評価を行った。
【結果】物理評価ではIの変動係数が高値となり、
M、P、Qでは大きな差を認めなかった。また視
覚評価ではMが高評価であった。
【結語】MDTをMにすることで計測部位の視認
性が向上することが示唆された。

９．移動型X線透視診断装置におけるエッ
ジフィルタの画質への影響

埼玉県済生会加須病院
放射線技術科

○長谷川　史、脇谷　正行、宝田　　順

【目的】当施設に新規導入したFPD搭載移動型X
線透視診断装置には、透視画像に対し3段階のフィ
ルタの処理が可能である。今回、臨床で使用する
上で画質への影響を検証した。

【方法】フィルタ強度を変更し、透視保存した
画像より以下の検討を行った。①アクリルファ
ントムとCD-RADファントムを使用し、CNR、
IQFinvを算出した②人体ファントムから視認性
について視覚評価を行った。

【結果】フィルタ強度を上げていくとCNRと
IQFinvは若干低下した。視覚評価では評価部位
で差はあるもの、フィルタなしと比べありの方が
向上した。
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一般演題Ⅲ　学生
第1会場（国際会議室）　11：30〜12：10

座長：埼玉医科大学総合医療センター　吉澤　孝郁

10．マンモグラフィトモシンセシス画像の
特性評価～コントラストの違い～

日本医療科学大学
保健医療学部　診療放射線学科

○松本　京佳、山本　絵夢、近藤　啓介
大谷真由美、今花　仁人

【目的】マンモグラフィトモシンセシス画像にお
いて、信号コントラストの違いが上下スライスの
アーチファクトや鮮鋭化処理に与える影響につい
て検討した。
【方法】アクリル板にクレパスを信号として埋め
込んだファントムを作成し、トモシンセシスモー
ドで撮影した。得られたスライス画像上にプロ
ファイルを取り、信号の最大値やアンダーシュー
トの発生量を調べた。
【結果】信号のコントラストが一定の値を下回る
とき、信号上下のアーチファクト発生量は減衰し
た。また信号のコントラストが一定の値を下回る
とき、アンダーシュートの発生量も減衰した。
【考察】アーチファクトはコントラストに依存し
て発生量が変化すると考えられる。また鮮鋭化処
理についてもコントラストに依存する強調処理が
加えられていると推定される。
【まとめ】マンモグラフィトモシンセシス画像に
おいてコントラストに依存した特性があることが
分かった。

11．マンモグラフィトモシンセシス画像の
特性評価～信号サイズの違い～

日本医療科学大学
保健医療学部　診療放射線学科

○濵上　冬凜、山本　絵夢、近藤　啓介
大谷真由美、今花　仁人

【目的】マンモグラフィトモシンセシス画像にお
いて、信号サイズの違いが上下スライスのアーチ
ファクトや鮮鋭化処理に与える影響について検討
した。

【方法】アクリル板にクレパスを信号として埋め
込んだファントムを作成し、トモシンセシスモー
ドで撮影した。得られたスライス画像上にプロ
ファイルを取り、再構成の手法上想定されるアー
チファクト発生位置や強度と比較した。

【結果】信号サイズが大きいほどアーチファクト
発生量は増加した。信号直上や直下のアーチファ
クトは距離が離れるほど減衰した。また信号サイ
ズによりアンダーシュートの発生量は変化した。

【考察】アーチファクトは信号サイズにより発生
量が変化し、かつ抑制処理が加えられていると推
定される。また鮮鋭化処理も信号サイズに依存す
る強調処理が加えられていると推定される。

【まとめ】マンモグラフィトモシンセシス画像に
おいて信号サイズに依存した特性があることが分
かった。
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12．マンモグラフィトモシンセシス画像の
特性評価～信号高さの違い～

日本医療科学大学
保健医療学部　診療放射線学科

○井出　泰誠、山本　絵夢、近藤　啓介
大谷真由美、今花　仁人

【目的】マンモグラフィトモシンセシス画像にお
いて、信号高さの違いが上下スライスのアーチファ
クトや鮮鋭化処理に与える影響について検討した。
【方法】支持台からの高さを変えて信号を埋め込
んだファントムを作成し、トモシンセシスモード
で撮影した。得られたスライス画像上にプロファ
イルを取り、再構成の手法上想定されるアーチファ
クト発生位置や強度と比較した。
【結果】信号高さが支持台に近いほどその下側に
発生するアーチファクトは上側よりも増加した。
またアンダーシュートの発生量に変化はなかった。
【考察】トモシンセシス画像は頭側から入射する
X線情報のみで画像を再構成するため、CTより
もアーチファクトが発生しやすい。その量はX線
入射方向に依存して不均一になると考えられる。
また鮮鋭化処理に位置依存性はないものと推定さ
れる。
【まとめ】マンモグラフィトモシンセシス画像に
おいて信号の高さに依存した特性があることが分
かった。

13．マンモグラフィトモシンセシス画像の
特性評価～信号位置の違い～

日本医療科学大学
保健医療学部　診療放射線学科

○新井　陽翔、山本　絵夢、近藤　啓介
大谷真由美、今花　仁人

【目的】マンモグラフィトモシンセシス画像にお
いて、信号位置の違いが上下スライスのアーチファ
クトや鮮鋭化処理に与える影響について検討した。

【方法】信号を埋め込んだファントムを作成し、
X線管球回転軸からの距離を変えてトモシンセシ
スモードで撮影した。得られたスライス画像上に
プロファイルを取り再構成の手法上想定される
アーチファクト発生位置や強度と比較した。

【結果】アーチファクトはX線の入射方向に応じ
発生位置が変化した。信号位置の直上や直下では
減衰した。アーチファクトやアンダーシュートは
RAWデータで一部欠損する信号では変化した。

【考察】アーチファクトの位置はX線管球と信号
との幾何学的関係より推定できるが信号位置に応
じた抑制処理が加えられていると推定される。画
面端では情報が不十分な為画像特性が変化する。

【まとめ】マンモグラフィトモシンセシス画像に
おいて信号位置に依存した特性があることが分
かった。
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一般演題Ⅳ　CT1
第1会場（国際会議室）　12：40〜13：20

座長：さいたま市立病院　野々浦成美

14．急性腹症精査にて認めた特発性大網捻
転症の1例

彩の国東大宮メディカルセンター
放射線科

○畠山　　栞、和田　樹昂、中村　哲子

【目的】特発性大網捻転症は比較的まれな疾患で
ある。今回、特発性大網捻転症の1例を経験した
ので報告する。
【方法】右上腹部痛を主訴に、胆嚢炎疑いにて紹
介受診患者の造影CTを行った。技師の一次所見
と読影医の所見を照らし合わせ、整合性ならびに
所見の特異性の確認を行った。
【結果】技師の一次所見として、胆嚢腫大・胆管
拡張は認めなかったが、胆嚢周囲に脂肪織濃度上
昇を認めた。読影医の所見として、肝前下部の大
網右側と思われる領域に限局した脂肪織濃度上
昇、ならびに右胃大網静脈から連続する静脈が限
局的に捻転している所見が見られた。
【考察】技師の一次所見と読影医の所見では、脂
肪織濃度上昇の所見の一致を認めた。しかし、大
網捻転症を疑う血管の捻転所見に対して、技師の
一次所見では初めて見る所見であり、気付くこと
ができなかった。
【まとめ】本症例所見から、右腹部痛の症例では
鑑別疾患の一つとして考えることが必要と思われ
る。

15．下肢CTAにおける2断面テストイン
ジェクション法の検討

JCHO埼玉メディカルセンター
放射線技術部

○鈴木　優太、奥田　圭二、北山　貴章
中島　一晴、折原　博幸、田島　　大

【目的】下肢CTAにおいて撮影タイミングをCT
透視機能を用いて、目視で検査担当技師が決定し
ていたが、診療放射線技師の技量ならびに患者の
循環状態や血管の狭窄具合によって、造影効果に
バラツキが生じていた。改善策を循環器内科医な
らびに放射線科医と検討し、撮影方法を2断面テ
ストインジェクション法（以下、TI法）に変更、
造影効果の最適化を目指した。この撮影方法につ
いて評価を行った。

【方法】腎動脈レベルの下行大動脈・膝窩動脈・
足背動脈のCT値測定をすることでの物理評価、
ならびに診療放射線技師と循環器内科医師の計
10人程度による視覚評価を行った。

【結果】CT値を測定すると、CT値が350HU以
上と大きなバラツキは改善された。視覚評価では、
TI法で撮影された画像で作成された３D画像のほ
うが多くの支持を得られた。

【まとめ】TI法によって、適正な造影剤投与量の
範囲で造影良好な画像を撮影することができた。
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16．逐次近似応用再構成法の違いが頭部
CTAに与える影響

埼玉医科大学病院
中央放射線部

○黛　　大葵、佐々木　剛
平野　雅弥、戸矢　雅人

【目的】当院における逐次近似応用再構成法
(Hybrid-IR)であるADMIREとSAFIREを比較し、
それぞれの再構成強度（以下、IR強度）が頭部
CTAに与える影響について検討を行った。
【方法】SAFIREとADMIREにて、IR強度0、1、3、
5でのNPS・TTFを求めた。また血管径1mm・
3mmの模擬血管ファントムを作成し、それぞれ
のFWHMの測定および視覚評価を行った。
【結果】NPSに大きな差は見られなかったが、
TTFはADMIREで良好な結果となり、10％TTF
で SAFIRE 強 度5は0.71cycle/mm、ADMIRE
強度5は0.92cycle/mmであった。FWHMは、
ADMIREではIR強度を上げるほど小さくなり、
1mm血管でSAFIRE強度5は1.95mm、ADMIRE
強度5は1.76mmであった。
【結語】ADMIREはSAFIREと比較して、血管描
出能に優れていた。

17．当直帯におけるETUDE（Expect  
The Unexpected diseases in 
Emergency）リスト運用の有用性に
ついての検討

三郷中央総合病院
放射線技術科

○大原　諒太、松村　裕太
市村　　孝、中山　勝雅

【目的】当直時において、当院で技師・医師共に
CTの緊急所見を見逃すインシデントが発生。対
策として、緊急所見をリスト化したETUDEリス
トを用いた画像チェックの運用を開始した。その
有用性について検討する。

【方法】運用開始後一年分のリストを集計し、正
診率・偽陰性率を算出した。

【結果】全体の異常所見70件のうち、正診数は
49件、偽陰性数は21件となった。そのうち急性
期の所見で、ETUDEリストによって判別できる
ものは全体で23例であり、技師が正しく異常所
見をチェックできたのがそのうちの20例(87%)
であった。

【結論】以上より、ETUDEリストの運用は急性
期病変においては見逃し防止に有用であるといえ
る。想定外病変のピックアップにも効果を期待し
たが、結果から有用であると断定はできない結果
となった。定期的なETUDEリストの集計と振り
返りで、技師の読影力向上に期待したい。
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一般演題Ⅴ　CT2
第1会場（国際会議室）　14：40〜15：20
座長：さいたま赤十字病院　池野　裕太

18．低線量肺がんCT検査における撮影条
件と至適kernelの検討

石心会さやま総合クリニック
放射線室

○菊地　春那、岡田　良祐、馬場圭一郎

【目的】低線量肺がんCT検査の撮影条件と至適
kernelの検討を行う。
【方法】①Sn fi lterの有無においてCTDIvol
を2.0mGyに設定しファントムを撮影した。
KernelをBrとBlで56、60、64に変化させて
SD、NPS、MTFを測定した②Sn fi lterありで
CTDIvolを0.5mGyに設定し胸部ファントムを
撮影した。Kernelを①と同様に変化させて技師
10人で正規化順位法を用いて視覚評価を行った。
【結果】①SDは全てのKernelにおいてSn fi lter
有りの条件で低下した。NPSはBrよりBlで高値
となり、数値が小さい程高周波数側で顕著に低下
した。MTFはBrよりBlでピーク値が向上し、数
値が大きい程ピークの周波数が高周波側にシフト
した。②Bl56が最も順位が高く、2番目のBl60
に対しては有意差なしとなった。

19．頭部単純CT検査の画像処理作業をAI
へのタスクシフトの検証

埼玉医科大学総合医療センター
中央放射線部

○千葉　　南、後藤　朝陽、星野　優歩
渡邉　夏未、栗原　良樹、中根　　淳

【目的】Artifi cial Intelligence(AI)の進歩により、
画像処理を人から機械へタスクシフトできる可能
性がある。そこで機械と人による画像再構成の再
現性と処理時間を比較し検討を行った。

【方法】臨床において想定内と想定外のポジショ
ニングに対するシナリオで検証した。4人の診療
放射線技師が同じ症例の再構成をし、機械で再構
成された画像と比較した。再現性の評価は画像の
ミスレジストレーションを定量化し、処理時間は
シナリオでの比較と臨床での比較を行った。

【結果】両シナリオで、機械の画像再構成は人間
と比べると処理時間が短縮され、画像のミスレジ
ストレーションも少なかった。臨床では、機械に
よる画像処理で時間が約80%削減された。

【結論】頭部単純CT検査の画像処理作業をAIに
タスクシフトすることは可能であり、機械による
再現性と処理時間は人間を凌駕する可能性がある
ことを明らかにした。
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20．64列CT装置の高速撮影における撮影
条件の組み合わせが画質に与える影響

埼玉医科大学総合医療センター
中央放射線部

○峯村　祐美、中根　　淳、栗原　良樹

【目的】体幹部CT検査では、体動や息止め不良
への対策に高速撮影を選択することがある。当
院の64列CT装置は、pitchでFOVが制限され、
回転速度で収集方式も制限されてしまう。そこで
最適な高速撮影の撮影条件の組み合わせをファン
トムで検討した。
【方法】高速撮影の撮影条件は2つとし、Aは回
転速度0.3s/rot、pitch0.8、Bは回転速度0.5s/
rot、pitch1.4とし、撮影時間が限りなく一致す
るようにした。検討項目は、面内および体軸の空
間分解能、CT-AECの動作、アーチファクトと
した。
【結果】面内の空間分解能とCT-AECの動作は顕
著な差を認められなかったが、体軸の空間分解能
はBの方が良好な結果であった。アーチファクト
はBの方が若干低減されていた。
【結論】高速撮影の最適な撮影条件の組み合わせ
は、Bの回転速度 0.5s/rot、pitch1.4であるこ
とを明らかにした。

21．CT値と骨密度における相関関係の比
較と検討

JCHO埼玉メディカルセンター
放射線技術部

○中島　一晴、横田　龍士、田島　　大
折原　博幸、北山　貴章、奥田　圭二

【目的】DXAの骨密度測定値とCT値における相
関性の有無を検討する。

【方法】1カ月以内にDXAとCTの双方を撮影し
ている患者を対象とし、DXAで得られた値およ
びCT値を測定した。DXA、CTともに椎体ごと
に測定し、L1〜L4の検査結果を用いた。CT値
は解析ソフトZIOを用い、ROIを置き測定した。
相関性を調べるために骨密度測定値とCT値のグ
ラフを作成した。症例対象は過去1年間の45椎体
で検討を行った。

【結果】DXAで得られた骨密度の検査結果が高く
なるにつれ、CT値も高くなる傾向が見られた。
しかし、バラツキも少なくなかった。

【考察】骨密度測定値とCT値で相関性はあるも
のと考えられた。バラツキはROIの置き方など
が影響していると考えられる。

【まとめ】DXAの骨密度測定値とCT値において
相関性はあるものと考えられた。
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一般演題Ⅵ　CT3
第1会場（国際会議室）　15：30〜16：00

座長：埼玉医科大学総合医療センター　白石　健吾

22．歯科CBCTにおけるFOVの違いによ
る画質変化の検討

上尾中央総合病院
放射線技術科

○迫村　京香、蛯原　　彩、西　　明里
嶋崎　恭介、菱沼　寛訓、藤井　紀明

【目的】当院では、歯科CBCTにおいて可能な限
り小さいFOV(fi eld of view)を用いるが、FOV
の違いが画質に及ぼす影響は明らかでない。そこ
でFOVの違いが画質に及ぼす影響を明らかにす
る。
【方法】撮影条件はAutoとし、FOVを①W40
×H40(以下、40、40)②40、80③80、40④
80、50⑤80、80とした。各条件でワイヤー、
ウォーターファントムをそれぞれ3回撮影し、 
Modulation transfer function(MTF)、Noise 
power spectrum(NPS)を算出した。また頭部
ファントムを撮影し①〜⑤の歯牙の鮮鋭性および
粒状性について5段階で視覚評価した。
【結果】MTF・NPSは、FOVによる違いを認め
なかった。視覚評価は鮮鋭度、粒状性ともに有意
差を認めなかった。
【結語】歯科CBCTにおいて、FOVの違いは画質
に影響を及ぼさないことが明らかになった。

23．口腔領域における歯科用CTと医科用
CTの画質比較

埼玉医科大学総合医療センター
中央放射線部

坂巻　愛莉、松澤　浩紀、中根　　淳

【目的】当院に、歯科用CTに対応した歯科用X
線診断装置が導入された。歯科用CTは高い空間
分解能を有するとされているが、医科用と性能を
比較した報告は少ない。そこで歯科用CTと医科
用CTの画質比較を行った。

【方法】空間分解能と金属による影響を定量的お
よび視覚的に評価した。歯科用CTは撮影モード、
FOV、回転範囲を変化させた条件とし、医科用
CTは臨床で使用される撮影条件で評価を行った。

【結果】MTFを用いた空間分解能は、歯科用CT
が医科用CTよりも高い値を示した。金属による
影響を位置パラメータで比較すると、医科用CT
が低い値を示し、視覚的にも金属の影響が抑えら
れていた。

【結論】歯科用CTは、医科用CTよりも高い空間
分解能を有していた。しかし、金属からのアーチ
ファクトは医科用CTの方が画像に与える影響が
少ないことから、金属がない症例で歯科用CTの
有用性が示唆された。
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24．歯科CBCTにおける180度撮影モード
の至適再構成フィルタの検討

上尾中央総合病院
放射線技術科

○高橋　怜央、谷上　　明、吉田　友樹
菊地　一成、飯泉　　隼、藤井　紀明

【目的】当院では、歯科CBCTの撮影は360度撮
影モードを使用しているが、疼痛を伴う患者や小
児では体動の影響を考慮し、短時間撮影が望まし
い。そこで撮影時間の短い180度撮影モードを使
用することを前提とし、180度撮影モードの至適
再構成フィルタについて検討した。
【方法】ウォーターファントム・ワイヤーファン
トム・頭部ファントムを使用し、得られた生デー
タに５種類の再構成フィルタ(D1、D2、G1、
G3H201、G3H205)を用いた画像を作成した。
各画像のMTF・NPSを算出し、歯槽骨の鮮鋭度
と粒状性について視覚評価を行った。
【結果】MTF・NPSはG3H205が最も高値となっ
た。視覚評価では鮮鋭度で、G3H205が最も良
い結果となったが、その他の再構成フィルタ間や
粒状性では有意差は認められなかった。
【結語】180度撮影モードの至適再構成フィルタ
はG3H205であることが示唆された。
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一般演題Ⅶ　MRI
第２会場（市民ホール401）　9：50〜10：30

座長：埼玉医科大学国際医療センター　妹尾　大樹

25．MultiShot-EPI法の撮像条件の基礎的
検討

石心会さやま総合クリニック
放射線室

○加藤　佑基、赤尾　裕康、坂口　功亮

【目的】頭部MRI検査で撮像しているT2*WIの撮
像時間を短縮するために、FLASHとMultiShot-
EPI(以下、MS-EPI)を比較し、MS-EPIの撮像条
件検討を行った。
【方法】コントラストとSNRは、白質・灰白質・
脳脊髄液の模擬ファントムを撮像した。撮像条件
は、FLASHは現ルーチン、MS-EPIはTRとFlip 
Angle(以下、FA)を変更した。磁化率の影響は、
空気ファントムを両シーケンスで撮像し、周波数
と位相方向のプロファイルを測定した。
【結果】コントラストは、TRが長くFAが低いほど、
SNRは、TRが長くFAが高いほど高い傾向を示
した。磁化率の影響は、周波数方向はFLASH、
位相方向はMS-EPIが大きくなった。
【まとめ】MS-EPIを用いることでコントラスト
とSNRが同等であり、撮像時間短縮が行えた。
しかし、磁化率の影響は考慮する必要がある。

26．圧縮センシングを用いた肩関節MRIの
検討

埼玉医科大学病院
中央放射線部

○町田　友紀、仁藤　真吾、近藤　敦之
釆澤　大志、渡部　進一、平野　雅弥

【目的】当院の肩関節MR Arthrographyは3方向
の脂肪抑制T2WIを撮像している。今回、撮像時
間の短縮を目的として、３D撮像に圧縮センシン
グ（以下、CS）を併用し有用性を検討した。

【方法】CS Factor10から25の画像に対し、放
射線科医3人、技師13人による視覚評価を行い、
Kruskal-Wallis検定・Steel-Dwass検定で有意
差を求めた。またSSIMによる物理評価を行った。

【結果・考察】Coronalでは、隣接するCS17
とCS18で有意差が認められた。Axialでは、隣
接するCS間で有意差は認められなかったが、
CS17 とCS19 で有意差が認められた。Coronal
では、腱板が観察しやすいことが隣接するCS間
で有意差が認められたことに寄与したと考えられ
る。

【まとめ】CS17までを用いることで診断可能な
画像を担保し、撮像時間を短縮できることが示唆
された。
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27．当院の頭部MRI撮像におけるネックカ
ラーを使用した体動抑制の有用性の検
討

三郷中央総合病院
放射線技術科

○野上　由樹、森下　沙羅、松村　裕太
市村　孝幸、中山　勝雅

【目的】頭部撮像のモーションアーチファクトに
対してネックカラーが有用との報告がある。当院
のMRI装置にてネックカラーの使用が有用であ
るかを検証した。
【方法】MRI撮像条件はPROPELLA法を用いた
FLAIRで行った。実験の説明と同意を得たボラン
ティアを対象に、ネックカラーの装着有無での左
右・上下・ランダムの動きをそれぞれ撮像した。
診療放射線技師がそれぞれ、視覚的に5段階評価
した。
【結果】PROPELLA法のみよりもネックカラーを
付けることで、モーションアーチファクトが改善
された。
【考察】ネックカラーを使用することで、頸椎の
屈曲および下顎骨の運動が制限された。体動の起
因となる要素を軽減することができ、今後の運用
について有用であると考える。
【まとめ】ネックカラーにおけるモーション抑制
効果はあると考える。実際の臨床では患者によっ
ては負荷が掛かるため、患者の状態を見て使用す
るか検討する。

28．オフセンターにおける拡散強調画像の
歪み低減の検討

彩の国東大宮メディカルセンター
放射線科

○今野　翔太、安藤　希望
小保方　駿、中村　哲子

【目的】拡散強調画像で最も問題となるアーチファ
クトは歪みである。磁場中心から撮像間距離の変
化における歪みの傾向を調べ、オフセンター撮像
での歪みを低減させる因子の検討を行う。

【使用機器】GE社製 SIGNA Explorer 1.5T、 
GEM Flex Arrayコイル。

【方法】容器に中性洗剤を封入した自作ファント
ムにて、各パラメータ（リダクションファクタ・
位相FOV・周波数・位相マトリクス数）を変化
させ、磁場中心とオフセンターにて撮像し、歪み
率を算出した。

【結果】磁場中心から離れるほど歪み率が増加し
た。リダクションファクタの増加・位相FOV・
周波数マトリクス数の減少で歪み率が低減された
が、位相マトリクス数を変化させても歪み率の低
減は認められなかった。

【結語】リダクションファクタなどの各パラメー
タを変化させることで歪み率が低減した。またオ
フセンターになるほど歪みの改善が見られた。
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一般演題Ⅷ　安全管理
第２会場（市民ホール401）　10：30〜11：00

座長：上尾中央総合病院　小川　智久

29．胸部CT検査における基準線量超過件
数減少に向けた取組み

メディカルトピア草加病院
放射線技術科

○海老原香織

【目的】当院では、線量管理ソフトを用いてCT
検査の基準線量超過件数を集計し、原因を検討し
ている。その中で標準体型患者の胸部撮影におい
て、体位不良および撮影範囲延長による基準線量
超過件数が増加傾向であることが分かった。この
ことから件数減少に向けた取り組みを行った。
【方法】CT検査に従事する技師に対し、適正な体
位および撮影範囲に関する啓蒙活動を実施した。
啓蒙活動の効果を検証するため、啓蒙活動後に撮
影した患者の中から過去データがある患者を抽出
し、CTDIvol・DLP・スキャン長をそれぞれ比較
した。また全検査中の体位不良および撮影範囲延
長の件数の推移を検証した。
【結果】啓蒙活動後のCTDIvol・DLP・スキャン
長は5~10％減少した。また体位不良および撮影
範囲延長の件数は減少傾向となった。
【考察】技師の意識の変化により基準線量超過件
数が減少したことから、啓蒙活動の効果が得られ
たと考えた。

30．水晶体測定用線量計導入による術者の
被ばく管理について

三郷中央総合病院
放射線技術科

○松本　大生、松村　裕太、市村　孝幸
澤田　英二、中山　勝雅

【目的】当院では、水晶体を頭頚部用線量計で管
理していたが、カテーテル検査をしている医師の
被ばくが５年間に100msvを超える恐れがある
こと、検査中は防護メガネを装着していることな
ど、正確な測定のため水晶体測定用線量計のドジ
リスを導入することにした。ドジリス導入により、
術者の被ばく管理が適切に行われているか検討す
る。

【方法】医師３人の3カ月間の不均等被ばく、ド
ジリスを測定し月ごとに線量を超えていないか確
認する。

【結果】3人とも不均等被ばくよりドジリスの測
定結果は低かった。しかし、治療件数や時間が多
い月は1.67mSvを超えているときもあった。

【考察】ドジリスの測定結果の方が低いことから、
導入により水晶体の被ばくは適切に管理できてい
るといえる。

【まとめ】防護メガネ内のため、測定値は低くなる。
適切に管理できているといえる。
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31．演題取り下げ

演題取り下げ
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一般演題Ⅸ　その他
第２会場（市民ホール401）　11：10〜12：00

座長：小川赤十字病院　廣田　絵美

32．当院放射線科における感染対策の意識
向上への取り組み

JCHO埼玉メディカルセンター
放射線技術部

○北山　貴章、加藤　友衣、横田　龍士
川久保優妃、折原　博幸、奥田　圭二

【背景】われわれ診療放射線技師が医療関連感染
を起こさないためには、撮影前後での擦式アルコー
ル消毒液による手指消毒が効果的である。
【目的】放射線科での感染対策の意識を向上し、
接触感染減少を試みる。最終的に病院全体の医療
関連感染を減少させることに繋げていく。
【方法】擦式アルコール消毒液を個人で持ち、撮
影前後での手指消毒を徹底する。放射線科全体に
おけるアルコール使用量を毎月算出し、手指消毒
の意識向上をする。
【結果】放射線科でのアルコール使用率が向上し、
院内全体のMRSAも減少した。
【考察】他部署も含めた職員一人一人が対策を意
識すれば病院全体に効果を出し、入院・外来患者
に対しての接触感染減少に繋がっていくと考える。
【結語】感染症は見えていないものも多くあり、
放射線技師の手、FPDなどを通しての接触感染
は最も注意が必要である。今後も１人１人が感染
対策の意識を持ち続けていくことが大切である。

33．急性虫垂炎疑いにおける超音波検査か
らCT検査につながる症例の検討

埼玉県立小児医療センター
放射線技術部

○佐藤　克哉、畠山　祥一、茂木健太朗
牧　　隆史、松本　　愼

【目的】急性虫垂炎疑いにおいて、CT検査が追加
で必要となった超音波検査の要因を分析する。

【方法】急性虫垂炎が疑われた超音波検査124例
を対象とし、後方視的に検討を行った。

【結果】CT実施症例は、正常54例中13例、カタ
ル性9例中0例、蜂窩織炎性32例中1例、壊疽性・
穿孔性29例中8例であった。CT検査の有無は超
音波検査での虫垂描出の有無について有意差を認
めた。

【考察】CT必要症例は超音波検査で虫垂描出が得
られない虫垂炎否定目的のもの、または腹膜炎や
膿瘍など広い炎症波及が疑われたものであった。
虫垂は便塊などにより描出が困難なことも多い。
また壊疽性・穿孔性まで進行しているものは圧迫
困難であったり、観察範囲が広いため、CTが実
施されると考えられる。

【まとめ】超音波検査にて虫垂全体を描出すること、
炎症波及の程度や範囲を明確に描出することで、
不要なCTの減少へとつながることが示唆される。
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34．SPECT/CTにおける脳血流シンチグラ
フィでの吸収補正の検討

JCHO埼玉メディカルセンター
放射線技術部

○御厨　香名、馬場　俊明、奥田　圭二

【目的】当院では機器更新に伴い、新たに
SPECT/CT装置が導入された。核医学検査でCT
撮影をするメリットとして、集積部位からのγ線
を正確に捉えることが可能である。そこで、γ線
の吸収の影響を受けやすい脳血流シンチグラフィ
における吸収補正の違いで、どのように変化する
のか検証した。
【方法】脳血流シンチグラフィの検査を行った患
者データを基に、3つの吸収補正による処理を行
い、画像診断補助ソフトを使用してカウント数を
比較し検討する。
【結果】FBP法Chang補正とOS-EM法Chang
補正を比較した場合、ほとんど同じカウント数で
あった。FBP法Chang補正とOS-EM法CT補正
の比較では、OS-EM法CT補正のカウント数が
多くなった。
【考察】CTによる吸収補正を利用することで、本
来の集積程度を再現することが可能になり画像が
明瞭に描出されると考えられる。

35．Saitama Stroke Network(SSN)にお
ける来院から治療までの迅速化に対す
る放射線科の工夫

埼玉県済生会加須病院
放射線技術科

○松﨑　千波、岩井　悠治
小野寺将真、宝田　　順

【目的】当院ではSSNの基幹病院として、血栓回
収症例における再灌流時間に至る時間短縮に向け
た取り組みが開始された。今回、われわれは診療
放射線技師が関わるCT・MRIの時間短縮につい
て検討をした。

【方法】CT・MRIのStroke用プロトコルを新た
に作成し、来院から入室準備・画像診断に至るま
でのワークフローを見直した。

【結果】CT・MRIの画像診断に至るまでの時間が
短縮された。

【考察】Stroke用のプロトコルを作成した結果、
撮影時間の効率化、必要最小限の画像構築が図ら
れた。

【まとめ】これまでの改善に当たり、多職種との
カンファレンスも定期的に行って検討をしてきた。
急性期疾患への迅速な対応におけるチーム医療の
重要性を感じた。
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36．骨密度検査の精度向上への取り組み

さいたま市立病院
中央放射線科

○大角　哲也、佐藤　吉海

【目的】骨密度測定（DXA）は、患者のポジショ
ニングと解析対象領域の再現性が重要である。そ
こで骨密度検査トレーニング前後の解析結果の違
いについて調査した。
【方法】骨密度の勉強会を開催し、勉強会前後の
解析結果を比較した。対象画像は、勉強会前の
腰椎219症例、大腿骨245症例と勉強会後の腰椎
130症例、大腿骨146症例、比較項目は、椎体の
ROI中心からのズレと傾き、大腿骨骨幹部の傾き
と内外旋位、ROIとボーンエッジ設定とし、技師
歴17年の技師が良・可・不可の3段階で評価した。
【結果】腰椎解析のボーンエッジ設定のみ、良の
割合が減少し、大腿骨でもボーンエッジ設定は良
の増加率が低かった。
【考察】骨密度検査経験数以外に、装置から表示
される画像の特性を把握する必要があると推測さ
れる。
【まとめ】勉強会の重要性と装置の特性を把握す
る必要性があることが分かった。
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第37回埼玉県診療放射線技師学術大会抄録集

一般演題Ⅹ　治療
第２会場（市民ホール401）　12：40〜13：20

座長：済生会川口総合病院　真壁　耕平

37．前立腺癌放射線治療における3種の
ポータブル超音波装置の膀胱容量測定
精度の比較

彩の国東大宮メディカルセンター
放射線科

○山本　楓汰、山口　陽平、中村　哲子

【目的】前立腺癌に対する放射線治療では、膀胱
線量を減らすため膀胱容量を治療計画時と同等量
まで蓄尿する必要がある。本研究の目的は、3種
の超音波装置による膀胱容量測定精度について客
観的に明らかにすることにある。
【方法】照射直前のCBCTの膀胱容量を基準値と
し、①iViz air ver.5②Cube Scan BioCon-900
③BladderScan BVI6100の超音波装置から得ら
れた測定値との誤差率と測定のSD値を比較した。
【結果】基準値との誤差率および測定のSD値は、
②①③の順で小さかった。
【まとめ】①②は画像上で膀胱を確認するため測
定値のバラツキが小さい。③は画像表示機能がな
く測定値のバラツキが大きいが、測定回数を増や
し平均値を用いることで基準値に近づけることが
できる。

38．吸引バッグの種類ごとの放射線減弱率
と放射線治療計画装置による線量計算
の比較

彩の国東大宮メディカルセンター
放射線科

○藁谷　瞭太、山口　陽平、中村　哲子

【目的】４種類の吸引バッグのＸ線減弱率を測定、
治療計画装置での線量計算値と実測値を比較し、
吸引バッグが治療計画に与える影響を明らかにす
ることを目的とした。

【方法】水個体ファントムに4種類の吸引バッグ
(CIVCO社Vac-Lok、Elekta社blue Bag、Qfi x
社Vac-Qfi x、フジデノロ社 吸引クッション)を
5cm厚に形成したものを乗せ、6MV、10MV X
線基準条件の水吸収線量を測定し、X線源弱率を
算出、治療計画装置の値と比較した。

【結果】吸引バッグによるX線減弱率は6MV、
10MVでそれぞれ1.81〜1.13％、1.49〜0.80％
であった。治療計画装置と実測値の比較では、線
量誤差が0.3％程度であった。

【まとめ】吸引バッグによるX線減弱率は、一番
高いもので1.8％であるが、治療計画装置で吸引
バッグを含めて計算することによって線量誤差を
0.3％程度に抑えることができる。

第
37
回
埼
玉
県
診
療
放
射
線
技
師
学
術
大
会
抄
録
集

埼玉放射線・Vol.72　No.1　2024 49（49）



第37回埼玉県診療放射線技師学術大会抄録集

39．放射線治療用マーカを使用した前立腺
IMRTにおける治療時間の変化

埼玉医科大学総合医療センター
中央放射線部

○大竹　綾乃、吉澤　孝郁、轟　　圭介
大根田　純、鳥越　　翔、福多　寛弥

【目的】前立腺IMRTにおける放射線治療用マー
カVISICOIL（以下、金マーカ）を用いたX線画
像誘導装置（以下、ExacTrac）での位置照合に
おける治療時間短縮の有用性を評価する。
【方法】金マーカを用いてExacTracで位置照合
を行う群と、マーカレスでCBCTにて位置照合
を行う群に対し照合時間の比較を行った。
【結果】ExacTracはCBCTより1回当たりの撮影
時間が約１分短く、位置照合により照合に有する
時間も約30秒短い結果となった。
【考察】金マーカを用いたExacTracで位置照合
により、画像の取得時間と照合時間が短縮し、全
体の治療時間短縮につながったと考える。また治
療時間が短縮されたことで一日当たりの治療件数
の増加も期待できる。
【まとめ】金マーカを用いたExacTracでの画像
照合により照合時間が短縮された。従来よりも短
時間での治療が可能となり有用性がある。

40．放射線治療計画CTにおける金マーカ
を考慮した画像再構成条件の検討

埼玉医科大学総合医療センター
中央放射線部

○宮下明日香、吉澤　孝郁、塩澤　　努
保坂　勝仁、金親　佑弥、深田　拓磨

【目的】前立腺IMRTにおける放射線治療用マー
カVISICOIL（以下、金マーカ）を考慮した金属アー
チファクト低減処理（以下、MAR）の有用性と
画像再構成方法による影響を評価する。

【方法】金マーカを設置した骨盤ファントム画
像に対してMARの有無など再構成条件を変更
し、軟部組織と金マーカの見やすさ、金属アーチ
ファクトの影響を視覚評価した。また各画像を
ImageJにて評価した。

【結果】視覚評価はMARあり画像の金属アーチ
ファクトに対する評価が良好であった。ImageJ
による解析は、MARの有無による差が確認された。

【考察】MARの使用により金マーカの視認性と画
像自体の見やすさも向上したと考えられる。これ
らより当施設における金マーカを考慮した画像再
構成条件を決定する一因となった。

【まとめ】視覚評価と物理評価を行うことで、
MARの有用性と再構成方法の違いによる影響が
明らかにできた。
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第37回埼玉県診療放射線技師学術大会抄録集

一般演題Ⅺ　Angio・透視
第３会場（市民ホール404）　11：40〜12：10

座長：上尾中央総合病院　茂木　雅和

41．経皮的心房中隔欠損症閉鎖術（ASO）に
おいてサイジングバルーンを用いたマ
ニュアルキャリブレーションの有用性

埼玉県立小児医療センター
放射線技術部

○藤畑　将理、田中　　宏、菅原亜梨沙
春日　沙織、佐越　美香、松本　　愼

【目的】経皮的心房中隔欠損症閉鎖術（ASO：
Amplatzer　Septal　Occluder）では、欠損孔
の大きさをX線画像にて距離計測を行う。欠損孔
に挿入されたサイジングバルーンが、必ずしもX
線入射方向と直行しているとは限らないため実寸
との差を比較検討する。
【方法】サイジングバルーンのシャフトに付随し
た10〜15㎜長のマーキングを用いてマニュアル
キャリブレーションを行い、心臓の高さで直径
50㎜長のアクリルボールを撮影し、距離計測を5
人の測定者で行う。
【結果】測定者の誤差はそれぞれ0.4%〜7.8%で
あり、平均は4.6％であった。
【考察】平均4.6％の測定誤差は、目視での限界
によるものなどと思われる。当センターでは誤差
10％以内の精度を目安としており、今回の結果
は許容範囲内と考えられた。
【まとめ】サイジングバルーンに付随するマーキ
ングは、マニュアルキャリブレーションで使用可
能と示唆された。

42．消化管撮影の線量低減の取り組み

埼玉県済生会加須病院
放射線術科

○鈴木　孝義、脇谷　正行
丸山　和宏、宝田　　順

【背景・目的】被ばく低減施設認定の更新に伴い、
X線TV装置の消化管透視条件を見直し、被ばく
線量低減を検討したので報告する。

【方法】透視レート(15f/s、7.5f/s)、線質フィル
タ(Alフィルタ：1.2㎜アルミニウム、Tnフィル
タ(T１：0.015㎜タンタル、T２：0.03㎜タン
タル))を変化させた時の以下の項目について検討
した。①バーガーファントムの透視画像を収集し、
得られた画像のIQFを算出した②GSGIファント
ムで視覚評価をした③アクリルファントムに線量
計を設置し、線量を測定した。

【結果】AlフィルタからT１フィルタに変更して
も画質に有意差はなかった。AlフィルタからTn
フィルタに変更すると線量が低減し、透視レート
を15f/sから7.5f/sに変更すると約50％の線量
が低減した。

【まとめ】検査プロトコルの見直しを図り、消化
管検査における被ばく線量の最適化が行えた。
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第37回埼玉県診療放射線技師学術大会抄録集

43．造影コーンビームCTの希釈倍率の定
量評価

彩の国東大宮メディカルセンター
放射線科

○西澤佑吉朗、保坂隆之介、中村　哲子

【目的】再灌流を可能とするステントは透視化で
視認性が低い。そこでステントと血管の位置関係
を評価するために、造影コーンビームCTを撮影
する。本研究では、ステント圧着評価に必要不可
欠である希釈倍率を定量評価し、適正な希釈倍率
を明らかにする。
【方法】自作ファントムにて、各希釈倍率でステ
ント・希釈造影剤・バックグラウンドのデジタル
値を算出し、適正な希釈倍率をdigital contrast 
relative value法で評価した。また撮影画像を当
院の診療放射線技師にて視覚評価した。
【結果】希釈倍率が高くなるほどステントと造影
剤のコントラストが高くなり、造影剤とバックグ
ラウンドのコントラストが低くなった。
【考察】本研究により、血管造影システム固有の
適正な希釈倍率を決定することが可能となったと
考えられるが、今後、ステントの種類が変わる度
に、血流動態などの因子も考慮しながら再検討を
行う必要がある。
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お 知 ら せ

埼玉県診療放射線技師会　
電子ブックシステムのお知らせ
　当会では、1954年からの会誌を電子ブック化（e-book）することになりました。
　現在は、2000年まで閲覧できるようになっておりますが、順次拡大していく予定です。
　当会ホームページ内、「埼玉県診療放射線技師会　電子ブックシステム」にアクセス（または
下記URL、QRコード）していただき、ログインID・パスワードを入力の上、ご覧いただけます。
　パスワードは毎年変更する予定となっており、今後、会員の皆さまには会誌でご案内させ
ていただきます。

アクセスURL：https://e-books.sart.jp/sart/login.html

2023年度用
ログインID：sart_e-book2022
パスワード：sartmember2023

ログインIDを入力

パスワードを入力
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お 知 ら せ

（公社）埼玉県臨床検査技師会主催の講習会を
診療放射線技師が会員価格で受講ができます。
　このたび、職能団体のチーム医療を目的として、（公社）埼玉県診療放射線技師会と（公社）
埼玉県臨床検査技師会で、お互いが企画する講習会を会員価格で受講することができる取り
決めを行いましたのでお知らせ致します。
　これまで職能団体の役員同士の交流はありましたが、会員同士の交流の機会はあまりあり
ませんでした。最近では、診療放射線技師が心電図や血液データなどに興味を持ち、臨床検
査技師の方が画像に興味を持っていると聞きます。そこでお互いの会員レベルの学術的交流
を目的として企画致しました。
　今後は、他職種との学術的な交流を深めるきっかけになればと考えております。
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お 知 ら せ

埼玉県診療放射線技師会　メールマガジンのご案内
　当会では、イベントや勉強会情報があるときに、不定期でメールマガジンを配信しております。
　登録数は徐々に増えてきておりますが、まだまだ少ない状況です。
　そこで、今回このようなページを企画いたしました。ご覧の皆さまには、ぜひ当会ホームページ
よりメールマガジンにご登録いただけますようお願い申し上げます（お名前とメールアドレスだけ
で登録できます）。
以下、No.93 で配信したメールマガジンの例です。多くの皆さまの登録をお待ちしております。

【埼放技メールマガジン】No.93
▼編集情報委員会からのお知らせ▼

―━―━―━―━―━―━―━―━―━
埼放技メールマガジンのご利用ありがとうございます。

学術案内などの日程を埼玉県診療放射線技師会HPに掲載しております。
http：//www.sart.jp/

―━―━―━―━―━―━―━―━―━
第35回日本診療放射線技師学術大会（埼玉県開催）
開催日：2019年９月14日（土）から16日（月・祝）
会場：大宮ソニックシティ

◆�━【近日開催イベント・お知らせのご案内】━�◆
平成31年４月16日（火）締め切り　告示（2019・2020年度　役員選挙について）

【支部】http：//www.sart.jp/radiotech/branch/　からお進みください。
平成31年１月24日（木）第四支部勉強会のお知らせ
平成31年１月24日（木）第五支部情報交換会のお知らせ

【学術案内】http：//www.sart.jp/radiotech/information/　からお進みください。
平成31年１月25日（金） 第１回SART 学術ナイトセミナー〜本当に理解している？ DR、CT の撮

影条件と線量管理〜
平成31年１月26日（土）平成30年度胸部認定試験開催のお知らせ
平成31年１月26日（土）第６回サイコメ実臨床セミナー「災害医療」一緒に学びませんか！
平成31年２月 ２日（土）第29回埼玉県大腸がん検診セミナー
平成31年２月 ２日（土）地元開催の全国大会で研究成果を発表しよう〜研究発表支援セミナー〜
平成31年２月 ９日（土）日本放射線公衆安全学会　第28回講習会　プログラム

改正RI法における医療現場の対応の最終準備
平成31年２月15日（金）第43回SAITAMA MRI Conferenceご案内
平成31月２月22日（金）第75回埼玉CT Technology Seminar開催のご案内
平成31年２月24日（日）平成30年度SART TART支部合同勉強会骨軟部撮影セミナー2019

【埼放技メールマガジン】
アドレスの変更・削除などは、以下のアドレスへご連絡ください。mail_magazine2007@sart.jp
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お 知 ら せ

賛助会員さまへのお知らせ
編集情報委員会常務理事
清水　邦昭

会誌「埼玉放射線」への“技術解説・広告”のご依頼

日ごろから埼玉県診療放射線技師会へのご支援・ご協力ありがとうございます。
“2023年度賛助会員さま”の特典の一つに、会誌「埼玉放射線」に技術解説・広告掲載があり
ます。
会誌掲載投稿のお願いを申し上げます。詳細については以下に記します。

掲載内容：技術解説（製品紹介）A4　3頁 + 広告A4　1頁 = 計　4頁
会誌「埼玉放射線」発行月：１月・５月・７月・10月となります。

原稿締め切り：発行月１ヵ月前の第１月曜日までに電子メールでお送りください。
なお、掲載希望月は賛助会員さまでお決めいただき、あらかじめ電子メールにてお知らせく
ださい。
また、１企業さまにつき年度内に１回の掲載とさせていただきます。
（2023年７月・10月・2024年１月・５月発行月までに１回）

原稿詳細：以下に示します。

企画書および執筆要綱

埼玉放射線「技術解説（製品紹介）」
企画協力：（公社）埼玉県診療放射線技師会　会誌「埼玉放射線」

企画意図
　急速に進歩する医療業界においては、常に最新機器や医薬品・放射線被ばくの観点から、
施設や線量測定技術などの情報、今後の動向を探ることが重要である。広い視野を持った業
務遂行、被ばくに関する説明など、今後における業務の一助となることを目的とする。

対象読者
　「埼玉放射線」の読者である（公社）埼玉県診療放射線技師会の会員（診療放射線技師）、「埼
玉放射線」の配布先関係者（発行部数1561部）。
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お 知 ら せ

「メディカルオンライン学会誌無料閲覧サービスについて」
編集情報委員会
常務理事　清水　邦昭

　本会会員は、専用アカウント（ID／PW）を用いてメディカルオンライン無料閲覧サービ
スを受けることができるようになりました。

※ メディカルオンライン（Medical Online）とは、医学論文をダウンロード提供する医療の
総合ウエブサイト。医学文献の検索全文閲覧をはじめ、医薬品・医療機器・医療関連サー
ビスの情報を幅広く提供する、会員制の医学・医療の総合サイト。

サービスの内容： メディカルオンラインで掲載の本会会誌「埼玉放射線」（全文・アブストラ
クト）、および他学会誌アブストラクトを無料で閲覧・検索することができ
ます。

2023年度アカウントについて
＜～2024年３月末日まで有効＞

学会さま専用ID：1100007180-08
パスワード：a65bdpfd

雑誌名：埼玉放射線
雑誌URL：http://mol.medicalonline.jp/archive/select?jo=ew2saita
貴会雑誌URLをクリックしますと、機関誌アーカイブ画面へ遷移します。
画面右側の会員認証欄に上記ID/PWご入力後、機関誌の閲覧が可能となります。
（添付：学会誌閲覧方法.pdfご参照）

＊重要　アカウントの更新・移行期間に関して

専用アカウントは、１個発行し、年度ごと（４月〜３月）で変更いたします。
次回は、2024年２月上旬に新アカウントを事務局さま（本Mailアドレス）へご案内いたします。

＊メディカルオンラインでの検索は自由、アブストラクトは全誌閲覧可能です。

なお、埼玉放射線以外で全文ダウンロードボタンを押すと
「あなたは文献をダウンロードする権限がありません」と表示されます。
あらかじめご承知願います。
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お 知 ら せ

＊メディカルオンラインご利用に際してのお願い

一定時間内に論文を大量にダウンロードする事は、会員規約で禁止事項としています。

◆メディカルオンライン会員規約◆
http://www.medicalonline.jp/img/houjinkiyaku.pdf

※大量ダウンロードが発生した場合
そのご利用端末に対し、最大で１時間の利用停止措置の案内がメディカルオンラインより自
動配信されます。

配信後においてもさらに続きますと、メディカルオンラインのサーバーに必要以上の負荷が
掛かるため本会専用アカウントの利用停止に至る場合があります。

株式会社メテオ
コンテンツ部
東京都千代田区神田須田町2-7-3
TEL：03-5577-5877　FAX：03-5577-5878
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１．はじめに
Radimetricsは、マルチモダリティに対応し

たWeb参照型の線量管理システムであり、日
本の診断参考レベル（Dose Reference Levels 
(DRLs) 2020）[1] および国際放射線防護委員
会（ICRP）勧告に基づいた、線量管理指標の管
理・記録に対応している。異なるベンダー、装
置バージョン、モダリティから出力されるRDSR 
(Radiation Dose Structured Report)、RRDSR 
(Radiopharmaceutical Radiation Structured 
Report)やDose sheet、DICOM画像のタグか
ら検査情報および線量情報を自動的に取得・統合
し、検査ごとの照射線量や被験者の被ばく線量を
管理・記録することができる。

２．Radimetricsの特長
2-1．CTにおける線量管理

Radimetricsでは、モンテカルロシミュレーショ
ンによりCT検査時の被験者の臓器吸収線量およ
び実効線量を算出する。新生児用・妊婦用など、
性別・年齢・体格に応じた50種類以上のボクセ
ルファントムを備えており、妊婦ファントムを基
にしたシミュレーションでは、胎児の吸収線量を
算出することができる。モンテカルロシミュレーショ
ンでは、実際のCT検査データを基に再シミュレー
ションが可能であるため、撮影範囲を狭くした際
の臓器吸収線量低減効果などを確認し、撮影プロ
トコルの最適化に役立てることもできる（図1）。

DRLsを活用し、最適な線量管理を進める上
では、全ての放射線検査装置におけるプロトコ

ル名を矛盾なく識別することが重要となる。CT
においては、使用するプロトコルをRadLex 
Playbookに紐づけ管理することが、プロト
コル識別の一つの手順であるとされている[2]。
Radimetricsでは、RedLex Playbookへのプロ
トコル情報割り当て機能のほか、マスタープロト
コル機能やプロトコル自動整理機能を備えており、
さまざまなプロトコルをあらゆるグループへ紐づ
けて整理することが可能である。プロトコルの紐
づけ作業を実施することで、異なる装置間におけ
るデータのミスマッチや重複を防ぎ、線量管理シ
ステム上で正確な線量分析が可能となる。

図１．モンテカルロシミュレーションによる撮影条件の検証例

2-2．血管撮影における線量管理
一部装置に対しては、線量レポート画像から検

査時の撮影線量や総線量、総透視時間などの線量
情報を取得することができる。RDSRには線量レ
ポート画像により出力される情報の他に、透視イ
ベントごとの線量情報や各イベント時の幾何学的
位置情報がレポーティングされている場合がある。
この場合には、各撮影や透視における線量（面積
線量もしくは基準点線量）を時系列で表示する機
能や、入射皮膚線量マップを作製する機能が使
用可能である(図2)。近年の検査装置は、撮影、
CBCTなどのプロトコル名が線量レポート画像や
RDSR上で識別可能な形式で記載されているため、
このような場合にはRadimetrics上で透視・撮
影・CBCT（3D）の線量情報を切り分けて評価
することが可能となる。

ベンダーニュートラルで豊富な
線量解析機能を有するRadimetrics
バイエル薬品株式会社
ラジオロジー事業部・中神龍太朗
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図２． 基準点線量の時系列表示（左）
および入射皮膚線量マップ（右）

2-3．核医学検査における管理機能
核医学検査においては、画像のDICOMタグ

やRRDSR(Radiopharmaceutical Radiation 
Structured Report)から放射性核種投与条件を
取得することで、検査情報・放射性核種情報・実
投与量・実効線量（ICRP pub. 128参照）を算
出し、それらを一元的に管理することができる。
また、PET/CTやSPECT/CT検査に対しては、
CT撮影時の実効線量（ICRP pub. 103参照）と
あわせた管理も可能とする。

2-4．換算係数を用いた実効線量計算機能
最新のRadimetricsソフトウエアバージョン

であるVersion 3.4では、換算係数*を用いた
実効線量の計算が可能である。これまではICRP 
publicationに準拠したかたちで、でCTと核医
学のみに実効線量計算の機能を有していたが、他
モダリティについても換算係数を設定することで、
実効線量を計算することが可能となった。換算係
数を用いた実効線量計算機能により、複数のモダ
リティ検査を受けた被験者における累積線量を実
効線量で評価することが可能となる（図3）。

*ICRPなどの関連団体により換算係数がまだ公
開されていない検査やモダリティにおいては、ご
施設で係数を決定いただく必要があります

図３．実効線量の累積値確認画面

2-5．Total Dose Management
当社のCT用インジェクタであるMEDRAD 

StellantおよびMRI用インジェクタのMEDRAD 
MRXperionとの接続により、造影情報の管理も
可能となる（図4）。注入の途中停止の有無や、
注入された造影剤量などを、患者情報や検査情報
と紐づけ自動的に記録することで、施設内におけ
る安全管理体制の構築を支える。また、造影検査
の精度管理および造影条件の最適化にも役立てら
れる。線量情報・造影情報を一元的に管理するこ
とで、これまで以上に検査の安全性向上に役立て
ることができる。

図４． 注入時の途中停止の有無（左）
および注入速度波形（右）

2-6．ユーザー向け会員限定サイト
豊富な機能を有するRadimetricsをより多く

のユーザーさまにご活用いただくため、新たに
Radimetricsユーザー向け会員限定サイトを開設
した。現在会員限定サイトでは、簡易取扱説明書
のダウンロード・操作説明動画の閲覧が可能であ
る。いずれもRadimetricsを運用する上で、よ
くある質問事項をまとめたコンテンツとなってお
り、随時更新予定である。すでにRadimetricsを
導入いただいているユーザーさまにはぜひ活用い
ただきたい。
*画像診断情報サイトBayer in Radiology； 
https://radiology.bayer.jp/products/
radimetrics

３．結語
Radimetrics の 特 長 に つ い て 紹 介 し た。

Radimetricsは、マルチベンダー・マルチモダリ
ティに対応したベンダーニュートラルな線量管
理システムである。マスタープロトコルやタグ
付け機能など、DRLs2020を活用した線量管理
を行う上で役立つ機能を有している他、モンテカ
ルロシミュレーションや入射皮膚線量マップ表
示、換算係数を用いた実効線量計算機能など、高
度な解析機能も数多く兼ね備えている。また線量
情報と造影剤情報を一元管理できるTotal Dose 
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Management機能により、一歩進んだ施設内の
安全管理体制構築に役立てていただけるものと考
えている。

Radimetricsは、線量管理を行う上で有用とな
る情報を効果的に記録し、さまざまな解析機能を
持って線量管理をサポートし、CT・MRI検査に
おける造影情報を合わせて管理することで、施設
内の安全管理体制構築支援を可能とする。

４．参考文献
［1］ J-RIME: 日本の診断参考レベル（2020年

度版）https://www.radher.jp/J-RIME/
report/JapanDRL2020_jp.pdf, 2020.

［2］ Langloz CP: RadLex: a new method for 
indexing online educational materials. 
Radio-Graphics 26: 1595-1597, 2006

PP-RADI-JP-0231-04-12
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本会の動き

2023年度　第８回　DR計測セミナー開催報告

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
学術委員　戸澤　僚太

DR計測セミナーは、新型コロナウイルス感染症を考慮し、近年オンラインセミナーとして開催してい
ましたが、本年度より従来の実習形式に戻して開催しました。

受講者は5人で、想定していた人数を下回りました。一般撮影関連の計測セミナーは、関東圏内では非
常に少なく一定のニーズはあると考えていましたが、想定よりも関心が低いように思われました。今後は
趣向を凝らして開催したいと考えています。

今回のプログラムは以下に記載します。座学では物理特性計測の基礎を内容としDQEの算出に必要な
項目について講義がありました。実習1、2では、入出力特性・線質測定・MTF・NNPSの測定法に関し
て実習を行いました。実際のX線発生装置やFPD、各種測定デバイスを用い、画像取得時の注意点など、
すぐにでも自施設で測定できるような内容としました。実習3ではPCにてImage JとExcelシートを使
用し、DQEを算出するまでの解析を参加者自身のPCで行いました。

受講者のアンケートからは講習会内容に関して満足度は高いように思われます。難易度に関しては、昨
年度に比べ難しいという意見が少なくなり、少人数での実習形式によって理解度を高められたと考えられ
ます。実習中は受講者からの質問が多く、有意義な時間を過ごせたと考えています。対面形式かつ少人数
であったため、全ての質問に対応する時間の余裕があったこともあり、対面式のセミナーの重要性につい
て強く感じました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　プログラム（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　
12：30〜  受付開始

13：00〜14：00 座学：物理特性測定における基礎
上尾中央総合病院　樋口　誠一

14：10〜15：10 実習1：入出力特性、NPSの測定
埼玉医科大学病院　堀切　直也

15：20〜16：20 実習2：MTFの測定
JCHO船橋中央病院　滝口　泰徳

16：30〜17：30 実習3：PCによる物理特性解析
済生会川口総合病院　戸澤　僚太
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本会の動き

アンケート結果を以下に添付します。頂戴したアンケート結果をもとに、次回以降、参加者の皆さまに
より有益な情報を提供できる講習会にしたいと考えています。最後になりますが、この度、参加していた
だいた受講者の皆さま、講師の皆さまにこの場を借りてお礼を申し上げます。

アンケート結果

アンケート結果を以下に添付します。頂戴したアンケート結果をもとに、次回以降、参加者

の皆さまにより有益な情報を提供できる講習会にしたいと考えています。最後になりますが、

この度、参加していただいた受講者の皆様、講師の皆さまにこの場を借りて御礼を申し上げま

す。 
 
アンケート結果 

 
 

 

[その他ご意見] 
・自分だけでは解析やわからないことがたくさんあったので、研究会で聞けてとても良かっ

たです。ありがとうございました。 
・質問しながら実習が出来たので非常にわかりやすかったです。 
・スリット法やってみたいです。 
・CT の測定等も開催して頂けたらぜひ参加したいです。 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実習 3：PC による物理特性解析

実習 2：MTF の測定

実習 1：入出力特性、NPS の測定

座学：物理特性測定における基礎

満足度

とても満足した 満足した どちらでもない 物足りない とても物足りない

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実習 3：PC による物理特性解析

実習 2：MTF の測定

実習 1：入出力特性、NPS の測定

座学：物理特性測定における基礎

難易度

とても簡単だった 簡単だった どちらでもない 難しかった とても難しかった

［その他ご意見］
・ 自分だけでは解析や分からないことがたくさんあったので、研究会で聞けてとても良かったです。

ありがとうございました。
・質問しながら実習ができたので非常に分かりやすかったです。
・スリット法やってみたいです。
・CTの測定なども開催して頂けたらぜひ参加したいです。
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本会の動き

第８回Freedセミナー 開催報告

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
学術委員　小川　智久

2023年9月9日（土）に、4年ぶりの第8回Freedセミナーを当会の技師会センターで開催しました。
「Freedセミナー」とは、10年後を見据え、次世代を担うであろう人材が横の繋がりを持ち、診療放射線
技術＋αの成長ができることを目的として行っています。今回は『THINGiⓇをプレイしよう』をテーマ
に開催しました。THINGiⓇとは、楽しみながらビジネスを学べる体験型ボードゲームであり、限りある
資源を用いて目標達成するプロセスや仕事の変化に対する自身の思考や感情を知り、自己理解を促すこと
を目的とした研修プログラムです。1テーブルで参加者4人にファシリテータ1人を2テーブル用意し行い
ました。参加できる人数が8人であったため、参加募集開始後、数日で定員となってしまい、改めてテク
ニカルな講習会だけでなく、ノンテクニカルスキルを学ぶことのできる講習会の必要性があると実感しま
した。

実際に参加し感じたことは、目標を設定することの大切さ、その目標を達成するために必要なプロセス
は何かを考えるきっかけとなり、物事の考え方もさまざまな方法があり、それを多角的に考える必要があ
るということを学びました。また講習会に参加した方の意見や考え方を知ることで、「自分ももっとこう
するべきでは」と考えさせられる場面が多々あり、とても刺激になりました。

参加者の皆さまから頂いたアンケートでは、「聞く力、説明する力、相手を理解しようとする姿勢につ
いて学べた」や「ボードゲームを通してさまざまな考え方や自己分析について考える機会をいただきました。
今後の業務でも役立つさまざまな力について学べ、目標達成に対するプロセスについても理解を深めるこ
とができました。ゲーム感覚で学べて楽しかったです。」などの意見を頂き、満足していただけたものと思っ
ております。

最後になりますが、ファシリテータの皆さま、およびセミナーに参加していただいた皆さまにこの場を
お借りして、心よりお礼申し上げます。
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本会の動き

第８回 SART学術ナイトセミナー
～CT検査ステップアップのためのワンポイントアドバイス～　開催報告

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
学術理事　中根　　淳

2023年10月19日（木）にweb会議システムを用いて、第8回SART学術ナイトセミナー〜画像検査
のワンポイントアドバイス〜を開催しました。申し込みは35人でした。埼玉県外からの参加も多数あり、
これもオンラインセミナーのメリットと考えています。内容と講師は、以下の通りです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　プログラム（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１部
18：50〜19：20 CT室における患者急変時の診療放射線技師の初期対応について

埼玉医科大学病院　堀切　直也
第２部：頭部CT検査
19：20〜19：50 ちょこっとステップアップ！単純CTの基礎

小川赤十字病院　廣田　絵美
20：00〜20：30 CT Angiographyの撮影テクニック

さいたま市立病院　野々浦成美
20：30〜21：00 読影の基本とテクニック

上尾中央総合病院　茂木　雅和

近年、医師の業務負担を軽減するためのタスク・シフトにより、診療放射線技師の役割はますます多様
化しています。この新たな状況において、私たちは従来の業務スキル向上にも焦点を当てる必要がありま
す。そこで、今回はCT検査において最も一般的な頭部検査に焦点を当て、若手や初学者が直面する課題
を解決するためのオンラインセミナーを開催しました。第1部では、CT検査中の急変事態への対処の重
要性と継続的なトレーニングの必要性についてお話していただきました。第2部の臨床編では、頭部単純
CT検査の撮影方法、ポジショニングの重要性、造影理論の再確認、そして読影時に情報を効果的に伝え
るための5W1H（What, When, Where, Why, Who, How）について講義が行われました。これらの
内容は参加者が翌日から実践できるもので、高い満足度を得られたセミナーであると実感しております。

最後に、講師の皆さま、そしてセミナーへの参加者の皆さまに、心からの感謝の意を表します。
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本会の動き

2023年度　第14回　CT認定講習会　開催報告

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
学術理事　中根　　淳

2023年11月19日にweb会議システムを用いて、CT認定講習会を開催しました。受講者は7人で埼玉
県以外からの参加もありました。オンラインの開催では、CT認定講習会のオリジナリティである実習が
無事に終わるのか不安でしたが、皆さまのご協力のおかげでプログラム通りに終了することができました。
皆さまのご協力に感謝致します。また、講習会の途中において通信環境の影響で少し聞き苦しい場面があ
りました。この場をお借りしてお詫びさせていただきます。

内容と講師は、以下の通りです。

　　　　　　　　　　　　　　 　CT認定講習会　プログラム　　　　　　　　　　　　　　　
8：25〜  8：30 オリエンテーション
8：30〜  9：30 頭頸部CTの撮影法、読影講義

富田　博信　　帝京大学
9：30〜10：30 腹部CTの撮影法、読影講義

八木沢英樹　　JCHO東京蒲田医療センター
10：40〜11：40 救急CTの撮影法、読影講義

寺澤　和晶　　さいたま赤十字病院
11：40〜12：40 造影技術概論

中根　　淳　　埼玉医科大学総合医療センター
13：40〜14：40 胸部CTの撮影法、読影講義

染野　智弘　　羽生総合病院
14：40〜15：40 物理特性講義

城處　洋輔　　済生会川口総合病院
15：40〜18：00 実習　MTF、SSPz、NPS

城處　洋輔　　済生会川口総合病院
中根　　淳　　埼玉医科大学総合医療センター
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本会の動き

2023年度　第21回　胸部認定講習会　開催報告

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
学術理事　滝口　泰徳

埼玉県診療放射線技師会主催の胸部認定講習会が、2023年11月26日（日）にオンラインで開催され
ました。受講された参加者は19人で、県外からの参加もみられ、オンライン開催の利点であると考えて
います。「胸部認定」という講習会名ですが、講義の多くは一般撮影全般で生かせる内容でもあり、診療
放射線技師として日々の業務を行う上でも役に立つ内容でした。アンケートの結果からも参加者の満足度
は高く、有意義な情報をお伝えすることができたと考えております。今後も、胸部認定講習会を含め皆さ
まの役に立つ講習会を開催致しますので、よろしくお願い致します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　プログラム（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　
  9：00〜  オリエンテーション
  9：10〜10：10 胸部単純写真の撮影法   滝口　泰徳（JCHO船橋中央病院）
10：10〜11：10 装置の基礎    吉澤　孝郁
11：10〜11：20 休憩
11：20〜12：20 胸部のCT診断    笹原　重治（上尾中央総合病院）
12：20〜13：20 昼休み
13：20〜14：20 胸部単純撮影の適正線量と被ばく 森　　一也（済生会川口総合病院）
14：20〜15：20 胸部撮影における画像処理について 戸澤　僚太（済生会川口総合病院）
15：20〜15：30 休憩
15：30〜17：00 胸部単純画像の読影法   佐々木　健（上尾中央総合病院）

2023 年度 第 21 回 胸部認定講習会 開催報告

公益社団法人 埼玉県診療放射線技師会

学術理事 滝口泰徳

埼玉県診療放射線技師会主催の胸部認定講習会が、2023 年 11月 26日にオンラインにて開催

されました。受講された参加者は 19 人おり、県外からの参加者もみられ、オンライン開催の利

点であると考えています。「胸部認定」という講習会名ですが、講義の多くは一般撮影全般で活

かせる内容でもあり、診療放射線技師として日々の業務を行う上でも役に立つ内容でした。ア

ンケートの結果からも参加者の満足度は高く、有意義な情報をお伝えすることができたと考え

ております。今後も、胸部認定講習会を含め皆さまの役に立つ講習会を開催いたしますので、

宜しくお願いいたします。

プログラム（敬称略）

9:00～     オリエンテーション

9:10～10:10  胸部単純写真の撮影法       滝口 泰徳（JCHO 船橋中央病院）

10:10～11:10  装置の基礎            吉澤 孝郁

11:10～11:20  休憩

11:20～12:20 胸部の CT 診断            笹原 重治（上尾中央総合病院）

12:20～13:20  昼休み

13:20～14:20  胸部単純撮影の適正線量と被ばく   森  一也（済生会川口総合病院）

14:20～15:20  胸部撮影における画像処理について 戸澤 僚太（済生会川口総合病院）

15:20～15:30    休憩      

15:30～17:00  胸部単純画像の読影法        佐々木 健（上尾中央総合病院）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

胸部単純画像の読影法

胸部撮影における画像処理について

胸部単純撮影の適正線量と被ばく

胸部のCT診断

装置の基礎

胸部単純写真の撮影法

第21回 胸部認定講習会 アンケート結果

とても有意義だった 有意義だった
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各支部掲示板

第三支部

第三支部だより　

第三支部理事　大友　正人

余寒厳しき折、お障りなくお過ごしでしょうか。
川越市健康まつりが例年より短時間の開催ではありますが、4年ぶりの現地開催となり、第三支部でも

医療画像展として参加することができました。
第2回勉強会・定時総会は4年ぶりに現地開催を予定致しております。皆さまお誘いあわせの上、ご参

加いただけることを心よりお待ち致しています。
親睦行事につきましては、誠に残念ではございますが感染対策のため、今年度は中止とさせていただき

ました。もうしばらくお待ちください。

【報告事項】
１．第３回川越市健康まつり実行委員会
（ア）開催日程：2023年10月27日（金）
（イ）開催場所：川越市保健センター　３階
（ウ）内 容：催し物、会場レイアウトについて

２．第4回第三支部役員会
（ア）開催日程：2023年11月20日（月）
（イ）開催場所：埼玉医科大学国際医療センター
（ウ）内 容：第37回川越市健康まつり、第2回支部勉強会・定時総会について

３．第３７回川越市健康まつり
（ア）開催日程：2023年12月17日（日）
（イ）開催場所：ウェスタ川越
（ウ）内 容：医療画像展・被ばく相談・画像クイズなど
４．第3支部新年会（例年１月頃開催）は感染対策と致しまして中止とさせていただきました。

【今後の予定】
１．第４回川越市健康まつり実行委員会
（ア）開催日程：2024年2月8日（木）
（イ）開催場所：川越市保健センター　３階
（ウ）内 容：振り返り・今後の実施方法について
２．第２回第三支部勉強会・定時総会
（ア）開催日程：2024年3月14日（木）
（イ）開催場所：ウェスタ川越　活動室１
（ウ）内 容：勉強会・定時総会（詳細は第三支部ホームページにてお知らせ致します。）

第三支部の活動の詳細は、ホームページ（http://saitama3shibu.jimdo.com/）をご覧ください。

各
支
部
掲
示
板

埼玉放射線・Vol.72　No.1　2024 69（69）



各支部掲示板

第四支部

深谷市福祉健康まつり　参加報告

第四支部　柏瀬　義倫・大野　　渉

2023年10月29日（日）、深谷市総合体育館（深谷ビッグタートル）で、第18回深谷市福祉健康まつ
りが開催されました。

昨年までは新型コロナウイルスの影響で開催の中止や他会場での縮小開催が続いていましたが、４年ぶ
りに例年に近い形での開催となり、私たちも４年ぶりの参加となりました。

活動内容も以前と同様に「骨密度測定」をメインに、「医療画像展」「スーパーボールすくい」を催しま
した。

久しぶりの参加ということもあり、準備に手間取ったり、イレギュラーなこともありましたが、終わっ
てみれば400人を超える市民のかたがたに来場していただき、大変盛況のうちに終えることができました。

今後もこのような公益活動を通して、診療放射線技師の職種・役割の普及をしつつ、多くのかたがたの
健康に寄与していきたいと思います。

第18回　深谷市福祉健康まつり実行委員
会員名 施設名 会員名 施設名

大野　　渉 羽生総合病院 田中　智大 熊谷総合病院
柏瀬　義倫 深谷赤十字病院 山崎　貴雄 東松山市民病院
高井　太市 小川赤十字病院 齋藤　幸夫 深谷赤十字病院
山田　伸司 小川赤十字病院 佐藤　綾香 深谷赤十字病院
大谷　智則 行田総合病院 小林明日香 深谷赤十字病院
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各支部掲示板

第六支部

～Lock on～
埼玉県診療放射線技師会

第六支部

1.巻頭言
2.第２回定期講習会　報告書

巻頭言
より身近になった医療情報について

埼玉県立がんセンター　安東　千尋

皆さんは、医療情報についてどのくらい知っていますか。
近年、私たち放射線部門内でも急速にデジタル化が進み、医療情報について考えさせられる

機会が増えてきたように感じます。
そもそも医療情報とは、医療に関するさまざまなデータや知識のことを指します。種類としては、

レセプトデータ（診療報酬明細書）、電子カルテデータ、DPCデータ（診療行為と病院管理）、
健康診断データ、リアルワールドデータ（医療現場で得られるデータ）など多種多様です。
さらに近年では医療分野の情報化が推進され、今まで紙などでやり取りしていた院内業務や

病院間における情報連携に対し ICTを活用したネットワークを構築することで、地域格差をな
くした質の高い医療の提供を目指す取り組みも行われています。
私たちの身近な医療情報としては、各モダリティにおける検査時の患者情報の取得、依頼情

報と該当画像との結び付けなど、全ての検査において医療情報が使用されています。普段当た
り前のように利用しているこの医療情報ですが、そもそも医療情報は、正確で信頼性のある情
報である必要があります。誤った情報は患者の健康に害を及ぼす可能性があるため、医学的な
エビデンスに基づいているか、信頼性のある医療機関や専門家から提供されているかを確認す
ることが大切です。
ここ最近では、10月31日に医療機関における大規模なサイバー攻撃（ランサムウェア）が発

生しています。電子カルテが動かなくなったり、病院内のプリンターから永遠に犯行声明が記
載された用紙が印刷されるなど、現在の医療システムが稼働しなくなり、通常診療すら行えな
くなってしまう事態が起きているそうです。
私たち診療放射線技師は、放射線の専門家であるとともに医療情報を含む機械類を扱う職種

でもあります。これを機に、普段使っているパソコンや検査に使用している機器類の医療情報
の安全を確保するためにどのようなことに注意すべきか考えるきっかけになったらうれしいです。
医療情報は私たちの生活に欠かせない要素であり、正確な情報に基づいて健康に関する重要

な決定を下すのに役立ちます。そのため、情報源の信頼性を確認し、自身の健康とプライバシー
を保護しながら、医療情報を活用することが大切です。
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各支部掲示板

第六支部　第２回定期講習会　報告書
報告者　上尾中央総合病院　仲西　一真

日 時：2023年11月29日（水）19：00〜21：00
会 場：上尾中央総合病院（臨床研修センター）
参 加 人 数：25人（役員・演者含む）
講習会テーマ：各施設での救急撮影の取り組み

白岡中央総合病院の救急撮影の取り組み
 白岡中央総合病院　田中　啓太
丸山記念総合病院の救急撮影の取り組み
 丸山記念総合病院　黒住　奈那
上尾中央総合病院の救急撮影の取り組み
 上尾中央総合病院　齊藤　里奈
さいたま赤十字病院の救急撮影の取り組み
 さいたま赤十字病院　大川斗喜也
総合ディスカッション
 司会　さいたま北部医療センター

各施設での救急撮影への取り組みや、演者自身の経験談を紹介した後、参加者全員でディスカッショ
ンを行った。ディスカッションでは撮影プロトコル、検査室の運用、教育システムの紹介や、問題点
の共有などがテーマとして進んだ。
撮影を工夫した症例や、まれな疾患をリスト化し、部署内カンファレンスを開催することで撮影ス

キルの向上に活用する取り組みが紹介され、その具体的な運用方法や課題を共有した。
近年、新型コロナウイルスの流行によりWeb開催が続いていたが、前回の定期講習会から集合型

で開催している。さまざまな施設から多くの方にご参加いただき、実際に顔を合わせて意見を交える
ことで賑わいのある講習会であった。
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求人コーナー

求人コーナー
本会は、求人情報の掲載のみで、雇用内容に関するお問い合わせは受けておりません。また雇用契約に

一切関わっておりません。

施設名　医療法人慈秀会上尾アーバンクリニック
住所 埼玉県上尾市緑丘３-５-28シンワ緑丘ビル１F
担当者氏名 工藤　誠
TEL 048-778-1929
FAX 048-778-1930
E-mailアドレス ageo-urbanclinic@cocoa.plala.or.jp
募集対象者 診療放射線技師
雇用形態 非常勤
業務内容 一般撮影、胃透視、骨密度、CT、眼圧など
待遇 時給￥2,500〜（マーゲン撮影必須）
勤務時間 8：30〜12：30
休日 
募集人員 １名
宿舎の有無 無
社会保険など 
応募方法 電話もしくは、メール
その他

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会発行の会誌「埼玉放射線」で、診療放射線技師の求人コーナーを
掲載しております。次の掲載要項をご理解の上、申し込みくださるようお願い申し上げます。

掲載要項
発 行 部 数：約1600部

　発行エリア：埼玉県内
発 行 月：１・５・７・10月下旬

　原稿締切日：発行月の１カ月前の１日
申 込 方 法：求人広告掲載申し込み用紙でFAX、または同項目を記載し電子メールにて申し込み。

　　　　　　　法令により年齢や性別に関する記述はできません。
掲 載 可 否：後日担当者より連絡
掲 載 料：１回１万円
振 込 先：掲載決定後にご連絡
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議事録

2023年度　第1回常務理事会議事録

日　　時：2023年4月6日（木）19：00〜20：30
場　　所：ZoomによるWeb会議
出 席 者：会　　長：田中　　宏

副 会 長：潮田　陽一
常務理事： 今出　克利、八木沢英樹、

佐々木　健、城處　洋輔、
中根　　淳、清水　邦昭

監　　事：堀江　好一、淺野　克彦
事務局長：結城　朋子
欠 席 者：富田　博信

第１．議事録作成人、議事録署名人の選出について
議　　　　長：田中　　宏
議事録署名人：田中　　宏、淺野　克彦
議事録作成人：八木沢英樹　と定めた。

第２．報告および確認事項
１．会長（田中）

報告事項なし

２．副会長（富田）
報告事項なし

３．副会長（潮田）
（１）顧問税理士の月次監査を受けた。

ア．日程：2023年3月30日（木）
イ．内容：決算見通しについて

４．総務（今出）
（１）第一支部第2回勉強会の委嘱状の発送について

ア．該当者1人に対して、委嘱状を作成した。（公
印番号4-40）

イ．3月10日（金）に発送した。
（２）第12回定期総会、総会運営委員の委嘱状の発

送について
ア．該当者7人に対して、委嘱状を作成した。（公

印番号4-42） 
イ．3月27日（月）に発送した。

（３）会員カード作成について
ア．2022年度新規作成131人分を望月印刷に発

注した。
イ．請求金額：79,255円（税込）注意事項：台

紙料金は含まず
ウ．4月5日に納品、順次発送中

（４）2023年度会議予定

日時 イベント名 備考欄
2023/ 4/ 6（木） 第1回常務理事会
2023/ 5/18（木） 第1回常務連絡会
2023/ 5/25（木） 第1回理事会

2023/ 6/11（日） SART総会・
第2回理事会

2023/ 6/29（木） 第2回常務連絡会
2023/ 7/ 6（木） 第3回理事会
2023/ 7/27（木） 第3回常務連絡会
2023/ 8/ 3（木） 第4回理事会
2023/ 8/31（木） 第4回常務連絡会
2023/ 9/ 7（木） 第5回理事会
2023/10/ 5（木） 第2回常務理事会
2023/10/26（木） 第5回常務連絡会
2023/11/ 2（木） 第6回理事会
2023/12/ 7（木） 第3回常務理事会
2023/12/28（木） 第6回常務連絡会
2024/ 1/ 4（木） 第7回理事会
2024/ 2/ 1（木） 第4回常務理事会
2024/ 2/29（木） 第7回常務連絡会
2024/ 3/ 7（木） 第8回理事会

５．総務（八木沢）
報告事項なし

６．編集情報（清水）
（１）会誌

ア．会誌埼玉放射線5月272号
5月26日（金）発送予定

（ア）内容
ａ．2号連続特集： 深吸気息止め照射の臨床

導入
ｂ．誌上講座： 手持ち撮影歯科用エックス線

装置の法令適用 諸澄　邦彦
ｃ．会告：

【公示】2023.5月号役員選挙（締め切
り後に差し替え予定）
2023年度　診療放射線技師のためのフ
レッシャーズセミナー
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第12回定期総会案内
ｄ．お知らせ ： SARTe-bookシステムのお

知らせパスワード変更
ｅ．メディカルオンライン学会誌無料閲覧

サービスについて ID パスワード変
ｆ．第12回総会資料
ｊ．本会の動き

・叙勲感想 中野さま
・【開催報告】第20回胸部認定試験
・【開催報告】乳腺セミナー
・【開催報告】CT認定試験開催報告
・【開催報告】救急撮影ケーススタディ
・【開催報告】 部消化管検査認定講習会・

認定試験
・【開催報告】 放射線被ばくに関する講習

会
・【開催報告】 第４回SART被ばく相談事

例検討会
・【開催報告】第36回学術大会
・【開催報告】MRI基礎講習会(Web)

イ．会誌埼玉放射線7月273号
原稿締め切り：2023年6月1日（木）

（ア）内容
ａ．2号連載特集　放射線治療  アブチェス

を用いたDIBH導入時の注意点
SGRTを用いたDIBH導入時の注意点

ｂ．学術大会抄録集
最優秀演題賞
フレッシャーズセミナー

ｃ．その他
ウ．会誌発行部数　1582部
エ．e-book　2023年5月号でパスワード変更

（２）委員会開催
ア．第1回編集情報委員会　2023年6月予定

（３）ホームページ
ア．Webサイト　掲載および更新（会員用）

ａ．2022年度　第5回埼玉乳房画像研究会
講習会のご案内

ｂ．第65回埼玉消化管撮影研究会開催のご
案内

ｃ．令和4年度埼玉県診療放射線技師会 第一
支部第2回勉強会

ｄ．中央医療技術専門学校同窓会総会のお知

らせ
（４）メールマガジン

ア．メールマガジン登録1件
イ．望月印刷へ訪問し、打ち合わせを行った。

日時： 2023年3月29日（ 水 ）17：00〜
18：30

７．学術（城處）
報告事項なし

８．学術（中根）
報告事項なし

９．公益（佐々木）
（１）被ばく相談件数報告

3月）2件
（２）放射線特別授業「３DWSを用いた人体解剖学

体験」
早稲田本庄高等学校から申し込みがあった。

第３．審議・承認事項
（１）議案-1　2022年度事業報告（案）について

ア．起案者：田中　　宏（会長）
イ．事由：2022年度事業報告（案）

資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承
認された。
（２）議案-2　名誉会員の承認

ア．起案者：田中　　宏（会長）
イ．事由： 中野寿夫氏、尾形智幸氏の名誉会員と

しての承認
資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承

認された。
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審議・承認事項まとめ

タイトル 資料 意見 質問 審議結果 特記事項 議案書
No.

1 2022年度事業報告（案）について あり 0 0 承認 なし 常務-1
2 名誉会員の承認 あり 0 0 承認 なし 常務-2

配布資料(メール配信を含む)
（１）会長資料
（２）総務資料
（３）編集情報資料
（４）学術資料
（５）財務資料
（６）議案書
（７）前回議事録

本会議の議決を証明するために、議事録署名人にお
いて署名捺印します。

2023年10月5日（木）

議事録署名人　　　田中　　宏　（押印略）
　　　　　　　　　淺野　克彦　（押印略）
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2023年度　第4回理事会議事録（抄）

日　　時：2023年8月3日（木）19：00〜20：30
場　　所：Zoomを利用したオンライン会議
出 席 者：会　　長：富田　博信

副 会 長：潮田　陽一、城處　洋輔
常務理事： 今出　克利、八木沢英樹、

中根　　淳、滝口　泰徳、
清水　邦昭、佐々木　健

理　　事： 肥沼　武司、吉田　　敦、
近藤　敦之、浅見　純一、
紀陸　剛志、佐藤　吉海、
大友　正人、大野　　渉、
矢﨑　一郎、仲西　一真

監　　事：田中　　宏
顧　　問：小川　　清
欠 席 者：大西　圭一、淺野　克彦、鈴木　正人

第１．議事録作成人、議事録署名人の選出について
議　　　　長：富田　博信
議事録署名人：富田　博信、田中　　宏
議事録作成人：八木沢英樹　と定めた。

第２．報告および確認事項
１．会長（富田）
（１）表彰委員会の委員長が、藤間英雄元委員長から

田中宏監事に変更となった。
（２）STAT画像：SARTでも教育する機会を設けて

頂きたい。
（３）学術大会の発表カテゴリーについて、学術委員

会を中心に検討していただきたい。

２．副会長（潮田）
報告事項なし

3．副会長（城處）
（１）告示研修会（埼玉開催）2日間連続開催で、ゴ

ミが大量に発生するため、医療廃棄物として技
師会事務所が業者に依頼して回収していただき、
費用をJARTに請求する方向で調整している。

４．総務（今出）
（１）放射線特別授業の委嘱状の発送について

ア．該当者8人に対して、委嘱状を作成した。（公
印番号5-4）

イ．6月16日（金）に発送した。
（２）学術ナイトセミナーの委嘱状の発送について

ア．該当者4人に対して、委嘱状を作成した。（公
印番号5-5）

イ．6月16日（金）に発送した。
（３）第三支部第1回勉強会の委嘱状の発送について

ア．該当者2人に対して、委嘱状を作成した。（公
印番号5-6）

イ．6月16日（金）に発送した。
（４）第六支部第1回勉強会の委嘱状の発送について

ア．該当者4人に対して、委嘱状を作成した。（公
印番号5-7）

イ．6月16日（金）に発送した。
（５）各種認定講習会の認定証の発送について

ア．胸部準指導員6人に対して、認定証を作成し
た。

イ．CT準指導員3人に対して、認定証を作成し
た。

ウ．上部消化管は、認定者なし。
エ．6月26日（月）に発送した。

（６）SART永年勤続表彰（40年、20年）表彰状が
納品された。

ア．納品日：7月3日（月）
イ．請求額：15,427円
ウ．記念品との発送を潮田副会長に依頼した。

（７）SART役員の委嘱状の発送について
ア．該当者21人に対して、委嘱状を作成した。

（公印番号5-9）
イ．7月24日（月）に発送した。

（８）SART委員の委嘱状の発送について
ア．該当者50人に対して、委嘱状を作成した。

（公印番号5-9）
イ．7月24日（月）に発送した。

（９）Zoomミーティングルーム設定方法
ドロップボックスより、関係書類をダウンロー
ドしてください。

（10）講習会委嘱状（ひな形）
ドロップボックスより、関係書類をダウンロー
ドしてください。
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もしくは、委嘱状情報を収集するに当たって、
以下のURL（googleフォーム）を利用するこ
と可能です。利用したい場合は、共同編集者に
招待しますので、メールしてください。

（11）PC貸出申請書
ドロップボックスより、関係書類をダウンロー
ドしてください。

（12）SARTホームページ 予約システムへのログイ
ン方法について
URL： https：//www.sart.jp/radiotech/

reserve-system/
ID： ＠＠＠＠＠
パスワード：＠＠＠＠＠

（13）2023年度の会議予定

日時 イベント名 備考欄
2023/ 8/31（木） 第4回常務連絡会
2023/ 9/ 7（木） 第5回理事会
2023/10/ 5（木） 第2回常務理事会
2023/10/26（木） 第5回常務連絡会
2023/11/ 2（木） 第6回理事会
2023/12/ 7（木） 第3回常務理事会
2023/12/28（木） 第6回常務連絡会
2024/ 1/ 4（木） 第7回理事会
2024/ 2/ 1（木） 第4回常務理事会
2024/ 2/29（木） 第7回常務連絡会
2024/ 3/ 7（木） 第8回理事会

５．総務（八木沢）
報告事項なし

６．編集情報（清水）
（１）会誌

ア．会誌埼玉放射線 7月273号
（ア）内容

2号連載特集　放射線治療
アブチェスを用いたDIBH導入時の注意点
SGRTを用いたDIBH 導入時の注意点
学術大会抄録集
最優秀演題賞
フレッシャーズセミナーなど
※会誌発送済

イ．会誌埼玉放射線 10月274号
原稿締め切り：2023年9月1日（金）

（ア）内容
学術大会抄録集
学術委員企画 臓器別に見る臓器別に見る
技術解説
その他

（２）委員会開催
ア．第1回編集情報委員会　2023年7月13日（木）

Zoomにて
（ア）会誌ヒアリング
（イ）理事会報告
イ．第2回編集情報委員会　2023年8月23日（水）

技師会事務所にて
（３）会誌発行部数1560部
（４）巻頭言について

ア．会長からの意向もあり、会長・副会長・各委
員会委員長に順に書いてもらう。

イ．順番は次回が潮田副会長、その次が城處副会
長、そのあとは委員会で決定後にお知らせ致
します。

（５）コラムについて
ア．委員長でない常務理事・委員会の理事・支部

理事の皆さまにもコラムとして順に執筆して
いただき会誌に掲載致します。順番は委員会
で決定後にお知らせ致します。

７．編集情報（吉田）
（１）ホームページ

ア．Webサイト　掲載および更新（会員用）
（ア）2023年度　第6回埼玉乳房画像研究会講

習会
（イ）第397回　循環器画像技術研究会
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（２）WP・PHPバージョンアップ
ア．日程： 2023年7月14日（金）〜2023年9月

8日（金）
（３）メールマガジン

ア．メールマガジン登録1件

８．学術（中根）
（１）第３回学術委員会を開催

ア．日程：2023年7月18日
イ．会場：ZoomによるWeb開催

（２）第７回SART学術ナイトセミナーを開催
ア．日程：2023年7月20日
イ．会場：ZoomによるWeb開催
ウ．申込者54人
エ．アンケート結果
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（３）第8回Freedセミナーを開催予定。
ア．日程：2023年9月9日
イ．会場：埼玉県診療放射線技師会事務所

（４）企画中の講習会およびセミナー
ア．胸部認定講習会
イ．上部消化管認定講習会
ウ．CT認定講習会
エ．乳腺セミナー
オ．第８回学術ナイトセミナー
カ．DR計測セミナー
キ．救急撮影ケーススタディー

９．学術（滝口）
報告事項なし

10．学術（近藤）
報告事項なし

11．学術（浅見）
報告事項なし

12．財務（肥沼）
（１）７月24日（月）ウイルスソフトの更新を完了

した。
（２）今後の予定

ア．理事の入れ替えに伴い、理事の名簿が登録さ
れ次第、公益インフォメーションに理事の変
更届を10月頃に提出する予定である。

イ．ウイルスソフトの更新が完了次第、新理事・
新委員にソフトの案内を実施した

ウ．旧役員理事のメールアドレスを10月頃削除
予定であり、削除の際は事前連絡後に実施す
る。

エ．SART役員のメーリングリストを作成したの
で、ご利用ください。

13．公益（佐々木）
（１）放射線特別授業について

ア．早稲田大学本庄高等学院で、３DWSを用い
た人体解剖学体験講座を開催した。

（ア） 日時： 2023年7月５日（水）13：30〜
17：00

（イ）会場：早稲田大学本庄高等学院
（ウ）参加人数： 17人
（エ）講師： 佐々木、紀陸、内海、石田、嶋崎、

坂庭
イ．開智中学高等学校で、３DWSを用いた人体

解剖学体験講座を開催した。
（ア）日時： 2023年7月26日（水）13：30〜

16：30
（イ）会場：開智中学高等学校
（ウ）参加人数： 62人（医療系志望の中学3年

生）
（エ）講師： 佐々木、紀陸、内海、石田、大河原、

宮崎
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14．公益（紀陸）
報告事項なし

15．第一支部（佐藤）
（１）支部役員会

ア．日時：2023年7月21日（金）19：00〜
イ．場所：浦和コミュニティセンター第３集会室
ウ．内容：理事、役員交代について

今後の活動について
エ．出席者： さいたま市立病院3人、JCHO東京
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蒲田医療センター1人、川口医療セ
ンター2人、済生会川口総合病院2
人、東川口病院1人、計9人

（２）支部勉強会
ア．日時：2023年10月20日（金）19：00〜
イ．場所： 浦和コミュニティセンター　第13集

会室
ウ．内容：未定

16．第二支部（大西）
報告事項なし

17．第三支部（大友）
（１）第三支部勉強会

ア．日時：2023年7月14日（金）18：30〜
イ．場所：Web開催
ウ．参加人数：63人
エ．内容：「もう一度学ぼう急性腹症」

「高度救命センターってどんな所？」
（２）第三支部役員会

ア．日時：2023年7月14日（金）19：30〜
イ．場所：Web会議
ウ．参加人数：7人
エ．内容：川越市健康まつりについて

（３）川越市健康まつり第2回実行委員会
ア．日程：2023年8月23日（水）
イ．場所：川越市保健センター　3階研修

18．第四支部（大野）
（１）四支部勉強会

ア．日時：2023年9月28日(木)　19：00〜
イ．場所：Web開催
ウ．内容：未定

（２）医療画像展「深谷福祉健康祭り」
ア．日時：2023年10月29日(日)　時刻未定
イ．場所：深谷ビッグタートル
ウ．内容：スクリーン投影、被ばく相談

19．第五支部（矢﨑）
報告事項なし

20．第六支部（仲西）
報告事項なし

第３．審議・承認事項
１．議案-18　 第37回川越市健康まつりへ参加し、

医療画像展を行うに当たっての予算案
の承認および展示パネル、のぼりの貸
し出しについて

（１）起案者：大友　正人（第三支部）
（２）事　由： 技師会の広報活動の一環とし、川越市

健康まつりに参加し、展示パネルを用
いて放射線検査についての説明や、医
療被ばくの情報提供・相談、画像を用
いたクイズなどを行う。

（３）審議経過：第三支部役員会
（４）実施日：  2023年12月17日（日）準備：9：00〜　

開催：12：00〜15：00
資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承

認された。

２．議案-19　DR計測セミナーを開催したい
（１）起案者：滝口　泰徳（学術）
（２）事　由： DRセミナーをこれまで7回開催し

た。埼玉県内でのDR計測に関するセ
ミナーは少なく、会員からの一定の
ニーズがあると思われます。昨年度
はCOVID-19の影響もあり平日ナイ
トセミナーとしてWeb開催をしまし
た。 COVID-19の感染症法の位置付
けが５類に移行したこともあり、今回
は休日の午後を利用して、実地での実
習形式で行います。内容に関しては、
MTF・NPSのデータ取得方法から、
PCを用いたDQEの解析までを行い
ます。座学での概論と、測定と解析の
実習を行います。
ご審議のほどよろしくお願いします。

（３）審議経過：第3回学術委員会
資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承

認された。

３．議案-20　 第21回胸部認定講習会・試験を開催
にしたい

（１）起案者：滝口　泰徳（学術）
（２）事　由： 昨年度同様、感染拡大防止に配慮した

Web開催にて講習会を行います。認
定試験は別途Webにて行います。内
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容は前回同様です。ご審議のほどよろ
しくお願いします。

（３）実施日：2023年11月26日（日）
（４）審議経過：第3回学術委員会

資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承
認された。

４．議案-21　 2023年度上部消化管検査認定講習会
および認定試験の開催について

（１）起案者：浅見　純一（学術）
（２）事　由： 2023年度もZoomを利用したオンラ

イン形式にて上部消化管検査認定講
習会の開催を企画する。講義内容は日
本診療放射線技師会の基礎技術講習会
「消化管撮影」の学習カリキュラムに
のっとり行う予定とする。

（３）実施日：2024年1月21日（日）
（４）審議経過：第2回学術委員会

資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承
認された。

５．議案-22　 第8回SART学術ナイトセミナーを開
催したい。

（１）起案者：中根　　淳（学術）
（２）事　由： 本セミナーは、第１回より若手会員の

技術向上と学術委員の講師育成を目的
として、平日夜に学術委員会主催とし
てセミナーを開催したいと考えていま
す。今回内容は、新任学術委員の育成
と会員へのCTに関する情報提供と考
えて企画致しました。

（３）実施日：2023年10月19日（木）
（４）審議経過：学術委員会

資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承
認された。

６．議案-23　 第37回埼玉県診療放射線技師学術大
会の開催案内および参加登録に関して
審議および承認をお願い致します。
学会のテーマは学術委員会で審議した
結果、"「MANABI」求められる診療
放射線技師をめざして”を案として挙
げました。

（１）起案者：中根　　淳（学術）

（２）事　由： 開催案内および参加登録に関しては前
回理事会で審議していただいた状況で
す。
学会のテーマは、学術委員会で審議し
た結果、上記の案を提示致します。
テーマに関する想いとしては、新型コ
ロナウイルス感染症が５類に移行され
たことにより、学会も主軸を従来の会
場型に戻す予定です。学会の醍醐味で
ある対面での活発な議論により、職場
では得られない体験を通じて学んで欲
しいということです。

（３）実施日：2024年３月３日（日）
（４）審議経過： 第2回学術委員会、第3回学術委員

会
資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承

認された。

７．議案-24　 2024年"新春の集い"開催について（開
催方法：会場参加型）

（１）起案者：八木沢　英樹（総務）
（２）事　由： 新型コロナウイルス感染症の位置づけ

は、2023年5月8日から「５類感染症」
に変更となり、世の中も感染対策が
徐々に緩和され以前の生活様式に戻り
つつあります。そこで例年中止を余儀
なくされていた新春の集いを開催した
い。

（３）実施日： 2024年1月開催予定(以前は第2金曜
日)

（４）審議経過：第3回常務理事連絡会
資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承

認された。

８．議案-25　新入会員の承認について
（１）起案者：今出　克利（総務）
（２）事　由：新入会員の承認

資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承
認された。

会員の動向まとめ（2023年7月31日現在）

新入会 9人 2023年度累計　40人
再入会 0人 2023年度累計　 3人
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転入 2人 2023年度累計　 5人
転出 0人 2023年度累計　 6人
退会 0人 2023年度累計　 1人
滞納退会・
除籍 0人 2023年度累計　 8人

※第4回理事会承認後、会員数：1,466人

９．議案-26　 深谷市福祉健康まつりに参画し医療画
像展の開催に際し、予算案の承認およ
び骨密度測定装置レンタルの貸出につ
いて

（１）起案者：大野　　渉（第四支部）
（２）事　由： 技師会活動の一環として深谷市福祉健

康まつりへの参加をし、医療画像展を
開催したい。スクリーン投影とその説
明・放射線医療の啓蒙活動・放射線検
査の説明および医療被ばくの相談・骨
密度測定など

（３）実施日：2023年10月29日（日）
（４）審議経過：第四支部会2023/6/18

資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承
認された。

審議・承認事項まとめ

タイトル 資料 意見 質問 審議結果 特記事項 議案書
No.

1
第37回川越市健康まつりへ参加し、医療画像展を
行うにあたっての予算案の承認および展示パネル、
のぼりの貸し出しについて

あり 0 0 承認 なし 理-18

2 DR計測セミナーを開催したい あり 0 0 承認 なし 理-19
3 第21回胸部認定講習会・試験を開催にしたい あり 1 0 承認 なし 理-20

4 2023年度上部消化管検査認定講習会の開催につい
て あり 0 1 承認 なし 理-21

5 第8回SART学術ナイトセミナーを開催したい あり 0 0 承認 なし 理-22

6

第37回埼玉県診療放射線技師学術大会の開催案内
および参加登録に関して審議および承認をお願い
致します。
学会のテーマは学術委員会で審議した結果、
"「MANABI」求められる診療放射線技師をめざし
て"を案として挙げました。

あり 0 3 承認 なし 理-23

7 2024年 “新春の集い” 開催について
（開催方法：会場参加型） あり 7 1 承認 なし 理-24

8 新入会員の承認について あり 0 ０ 承認 なし 理-25

9
深谷市福祉健康まつりに参画し医療画像展の開催
に際し、予算案の承認および骨密度測定装置レン
タルの貸出について

あり ０ ０ 承認 なし 理-26

配信資料（メール配信を含む）
（１）総務
（２）学術
（３）公益
（４）財務
（５）編集・情報
（６）各支部
（７）議案書

本会議の議決を証明するために、議事録署名人にお
いて署名捺印します。

2023年9月7日（木）

議事録署名人　　　富田　博信　（押印略）
　　　　　　　　　田中　　宏　（押印略）
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2023年度　第5回理事会議事録（抄）

日　　時：2023年9月7日（木）19：00〜20：30
場　　所：Web開催　（Zoom）
出 席 者：会　　長：富田　博信

副 会 長：潮田　陽一、城處　洋輔
常務理事： 今出　克利、八木沢英樹、

中根　　淳、清水　邦昭、
佐々木　健

理　　事： 肥沼　武司、吉田　　敦、
近藤　敦之、浅見　純一、
紀陸　剛志、佐藤　吉海、
大西　圭一、大友　正人、
大野　　渉、矢﨑　一郎、
仲西　一真

監　　事：田中　　宏、淺野　克彦
顧　　問：小川　　清
欠 席 者：滝口　泰徳、鈴木　正人

第１．議事録作成人、議事録署名人の選出について
議　　　　長：富田　博信
議事録署名人：富田　博信、田中　　宏
議事録作成人：八木沢英樹　と定めた。

第２．報告および確認事項
１．会長（富田）

報告事項なし

２．副会長（潮田）
（１）顧問税理士の月次監査を受けた。

ア．日程：2023年7月31日（月）
イ．日程：2023年8月31日（木）

（２）令和5年 法人土地・建物基本調査に回答した。

３．副会長（城處）
（１）「告示研修会」埼玉県開催を2024年2月に開催

予定である。

４．総務（今出）
（１）第8回学術ナイトセミナーの委嘱状の発送につ

いて
ア．該当者4人に対して、委嘱状を作成した。（公

印番号5-13）

イ．8月14日（月）に発送した。
（２）第8回DR計測セミナーの委嘱状の発送について

ア．該当者4人に対して、委嘱状を作成した。（公
印番号5-16）

イ．8月30日（水）に発送した。

（３）今度の会議・イベント予定

日時 イベント名 備考欄
2023/10/ 5（木） 第2回常務理事会
2023/10/26（木） 第5回常務連絡会
2023/11/ 2（木） 第6回理事会
2023/12/ 7（木） 第3回常務理事会
2023/12/28（木） 第6回常務連絡会
2024/ 1/ 4（木） 第7回理事会
2024/ 2/ 1（木） 第4回常務理事会
2024/ 2/29（木） 第7回常務連絡会
2024/ 3/ 7（木） 第8回理事会

５．総務（八木沢）
報告事項なし

６．編集情報（清水）
（１）会誌
会誌埼玉放射線10月274号
原稿締め切り：2023年9月1日（金）済み

ア．内容
（ア）学術大会抄録集

学術委員企画　臓器別に見る
（イ）技術解説：富士フイルムメディカル

GEヘルスケア・ジャパン
（ウ）会告
（エ）本会の動き
（オ）その他

（２）委員会開催
ア．第1回編集情報委員会2023年7月13日（木）

Zoomにて
（ア）会誌ヒアリング
（イ）理事会報告
イ．第2回編集情報委員会　2023年8月23日（水）

技師会事務所にて
（ア）会誌契約について
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（イ）巻頭言・コラムの順について
（３）会誌発行部数1580部
（４）巻頭言について

委員会で検討した結果、下記の順番（HP、会
誌の名簿順）で依頼することと決定した。
2023年10月号　副会長　潮田　陽一 済
2024年 1月号　副会長　城處　洋輔
2024年 5月号　常務理事（学術） 中根　　淳
2024年 7月号　常務理事（総務） 今出　克利
2024年10月号　常務理事（公益） 佐々木　健
2025年 1月号　常務理事（編集・情報）
 清水　邦昭
2025年 5月号　会長 富田　博信

（５）コラムについて
編集情報委員会で検討した結果、下記の順番で
2人ずつ依頼することと決定した。
2024年 1月号から実施。次回理事会で報告。
2024年 1月号　常務理事（総務）八木沢英樹
 常務理事（学術）滝口　泰徳
2024年 5月号　理　　事（財務）肥沼　武司
 理　　事（学術）近藤　敦之
2024年 7月号　理　　事（学術）浅見　純一

　　　　理　　事（編集・情報）
 吉田　　敦
2024年10月号　理　　事（公益）紀陸　剛志

　　　　第一支部理事 佐藤　吉海
2025年 1月号　第二支部理事 大西　圭一

　　　　第三支部理事 大友　正人
2025年 5月号　第四支部理事 大野　　渉

　　　　第五支部理事 矢﨑　一郎
2025年 7月号　第六支部理事 仲西　一真

　　　　常務理事（総務）八木沢英樹

７．編集情報（吉田）
（１）ホームページ
ア．Webサイト　掲載および更新（会員用）

（ア）第48回　IVR被ばく低減技術セミナー
（イ）会誌バックナンバー269号
（ウ）講師依頼状・予約システム更新
（エ）第6回　血管撮影 防護・計測セミナー『今

一度、みんなで考えよう！線量記録と線量
管理』

（オ） 第113回　埼玉 CT Technology Seminar 
開催のご案内

（カ）第四支部勉強会のお知らせ
（キ）第398回　循環器画像技術研究会
（ク）2023年度　第8回　DR計測セミナー
（ケ）第8回 SART学術ナイトセミナー

〜CT検査ステップアップのためのワンポ
イントアドバイス〜

イ．Webサイト　掲載および更新（一般用）
（ア）会誌バックナンバー269号
（イ）「リアル体験プレミア教室について」掲載・

リンク作成
ウ．WP・PHPバージョンアップ
（ア）日程： 2023年7月14日（金）〜2023年

9月8日（金）
（２）メールマガジン

ア．メールマガジンNo125配信

８．学術（中根）
（１）第4回学術委員会を開催

ア．日程：2023年8月24日（木）
イ．会場：ZoomによるWeb開催

（２）第8回Freedセミナーを開催予定
ア．日程：2023年9月9日（土）
イ．会場：埼玉県診療放射線技師会事務所

（３）2023年度　第8回DR計測セミナーを開催予定
ア．日程：2023年10月7日（土）
イ．会場：埼玉県済生会川口総合病院

（４）第8回SART学術ナイトセミナーを開催予定
ア．日程：2023年10月19日（木）
イ．会場：ZoomによるWeb開催

（５）企画中の講習会およびセミナー
ア．胸部認定講習会
イ．上部消化管認定講習会
ウ．CT認定講習会
エ．乳腺セミナー
オ．救急撮影ケーススタディー

（６）学術大会プログラム委員会を開催予定。
ア．日程：2023年12月4日（月）
イ．会場：埼玉県診療放射線技師会事務所

９．学術（滝口）
報告事項なし

10．学術（近藤）
報告事項なし
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11．学術（浅見）
報告事項なし

12．財務（肥沼）
報告事項なし

13．公益（佐々木）
（１）放射線特別授業について

ア．早稲田大学本庄高等学院にて３DWS を用い
た人体解剖学体験講座を行った。

（ア）日時： 2023年7月5日（水）13：30〜
17：00

（イ）会場：早稲田大学本庄高等学院
（ウ）参加人数：17人
（エ）講師： 佐々木、紀陸、内海、石田、嶋崎、

坂庭
イ．開智中学高等学校
（ア）日時： 2023年7月26日（水）13：30〜

16：30
（イ）会場：開智中学高等学校
（ウ）参加人数：62人
（エ）講師： 佐々木、紀陸、内海、石田、大河原、

宮崎
（２）第1回公益委員会会議を行った。

ア．日時： 2023年9月5日（火）19：00〜21：00
イ．場所：SART事務所会議室

（３）職業体験プレミアム教室
ア．日時：2023年12月3日（日）9：00〜16：00
イ．場所：レイボックホール６階（抽選結果待ち）

14．公益（紀陸）
報告事項なし

15．第一支部（佐藤）
報告事項なし

16．第二支部（大西）
報告事項なし

17．第三支部（大友）
（１）第37回川越市健康まつり第2回実行委員会

ア．日時：2023年8月23日（水）13：30〜
イ．場所：川越市保健センター　3階研修室
ウ．内容：催し物、会場レイアウトについて

（２）今後の予定
ア．第37回川越市健康まつり第3回実行委員会
（ア）日程：2023年10月26日（木）
（イ）場所：川越市保健センター　3階研修室
（ウ）内容： 執務用要領、リーフレット、ポスター

について
イ．第37回川越市健康まつり

（ア）日時：2023年12月17日（日）12：00〜
（イ）場所：ウエスタ川越
（ウ）内容： 医療画像展、医療被ばく相談、放射線画

像クイズ

18．第四支部（大野）
（１） 勉強会

ア．日時：2023 年9 月28 日（木）19：00〜
イ．場所：Web 開催
ウ．内容： メーカー講演「RF 予備校 〜初めての

アブレーション〜」
ディーブイエックス株式会社
 中日本第三営業部
群馬営業所一課　大藤　泰彦　氏
技師講演「アブレーション術前CT 」
深谷赤十字病院　放射線科部 
 齋藤　幸夫　氏

（２）医療画像展「深谷福祉健康祭り」
ア．日時：2023年10 月29 日（日）時刻未定
イ．場所：深谷ビッグタートル
ウ．内容：スクリーン投影、被ばく相談

19．第五支部（矢﨑）
報告事項なし

20．第六支部（仲西）
（１）第２回支部役員会議

ア．場所：上尾中央総合病院 臨床研修センター
イ．日程：調整中（9月中旬）

第３．審議・承認事項
１．議案-27　 会誌「埼玉放射線」の編集・印刷発送

業務の契約満了に伴い、次期もキタジ
マと契約更新したい。

（１）起案者：清水　邦昭（編集・情報）
（２）事　由： 次年度の契約をするに当たり、プレゼ

ンテーションと編集委員会での話し合
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いにより、キタジマに継続依頼をする
ことになりました。添付が見積もりで
前回よりも高額になってしまいますが、
原材料費と印刷による光熱費の高騰、
人件費の値上げによるものとのことで
した。値引きをお願いした金額が添付
の再見積もりになりますので、こちら
の金額で承認をしていただきたいと思
います。

（３）審議経過： 第2回編集情報委員会（2023年8月
23日（水））

　 第4回常務連絡会（2023年8月31日
（木））

（４）実施日：2024年1月から2025年12月まで
資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承

認された。

2．議案-28　 第14回CT認定講習会と認定試験を開
催したい。

（１）起案者：中根　　淳（学術）
（２）事　由： 昨年度同様に、本年度もオンラインを

ベースにCT認定講習会および認定試
験を開催したい。内容としては、会
場型で実施した内容と同様に撮影技
術や読影、造影理論や物理特性につい
てCT検査における包括的な学習がで
きるよう企画した。プログラム（案）
添付資料参照。

（３）実施日：2023年11月19日（日）
（４）審議経過：第4回学術委員会

資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承
認された。

3．議案-29　 2023年度救急撮影ケーススタディを
開催したい。

（１）起案者：滝口　泰徳（学術）
（２）事　由： 救急撮影ケーススタディとして計8回

開催しておりました。今回は新型コロ
ナウイルスも5類になったため、3年
ぶりに会場集合型で本来のグループ
ワークをメインとした講習会を行える
よう企画致しました。症例は前回が頭
頚部、胸部の疾患であったため、腹部
の疾患をメインとしております。ご審

議のほどよろしくお願い致します。
（３）実施日：2024年1月13日（土）
（４）審議経過：第4回学術委員会

資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承
認された。

4．議案-30　MRI基礎講習会を開催したい。
（１）起案者：近藤　敦之（学術）
（２）事　由： 本年度もZoomを利用したオンライ

ン形式でのMRI基礎講習会を企画し
ました。
磁気共鳴専門技術者認定試験受験に必
要となる基礎知識を中心に解説する内
容とした。

（３）実施日：2023年12月16日（土）
（４）審議経過：第4回学術委員会

資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承
認された。

5．議案-31　 “2024 年新春の集い”開催詳細につい
て

（１）起案者：八木沢英樹（総務）
（２）事　由： 第4回理事会で開催する方針が決定し

た。
第5回理事会では、日時・会場・飲食
形式・参加対象・予算などの開催概要
について承認して頂きたい。

（３）実施日：2024年1月12日（金）
（４）審議経過： 第4回常務連絡会（2023年8月31

日（木））
　 資料を基に説明があり、審議した。
パターン①が11票、パターン②が
２票、パターン③が5票となり、パ
ターン①で承認された。

６．議案-32　 第48 回越谷市民祭りの事業に参加、
医療画像展として出店予定
予算案の承認について

（１）起案者：矢﨑　一郎（第五支部）
（２）事　由： 祭り参加者に対して、医療放射線・診

療放射線技師についての啓発活動。
埼玉県診療放射線技師会の広報活動。
・診療放射線技師の紹介
・放射線検査の説明など
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（３）実施日：2023年10月22日（日）
（４）審議経過：支部役員会にて

資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承
認された。

７．議案-33　新入会員の承認について
（１）起案者：今出　克利（総務）
（２）事　由：新入会員の承認
（３）審議経過：第4回常務連絡会（2023年8月31

日（木））
資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承

認された。

会員の動向まとめ（2023年8月28日現在）
新入会 14人 2023年度累計　54人
再入会 0人 2023年度累計　 3人
転入 0人 2023年度累計　 5人
転出 1人 2023年度累計　 7人
退会 0人 2023年度累計　 1人
滞納退会・
除籍 0人 2023年度累計　 8人

※第5回理事会承認後、会員数：1,479人

７．議案-34　 公益委員会事業として開催している放

射線特別授業「３Dワークステーショ
ンを用いた人体解剖学体験」用にノー
トPCとDICOM Viewerの追加購入
をお願いしたい。

（１）起案者：佐々木　健（公益）
（２）事　由： 今年度より新たにリアル職業体験プレ

ミア教室の事業を開始したが、従来の
方法では多人数に対応することが困難
であり、３Dを体験できない参加者も
出てきてしまう。定期的な開催とする
ためにも新規でノートPCを1台追加
し、VR作成可能な DICOM Viewer
を技師会所有の3台のノートPC（公
益、学術、総務）それぞれにインストー
ルし使用したい。なお、 RadiAntはサ
ブスクリプションのため、利用時に都
度準備することとした。

（３）実施日： RadiAnt：2023年11月から2024年
1月まで

（４）審議経過：第1回公益委員会（2023年9月5日）
資料を基に説明があり、審議の結果、賛成多数で承

認された。

審議・承認事項まとめ

タイトル 資料 意見 質問 審議結果 特記事項 議案書
No.

1 会誌「埼玉放射線」の編集・印刷発送業務の契約
満了に伴い、次期もキタジマと契約更新したい。 あり 1 1 承認 なし 理-27

2 第14回CT認定講習会と認定試験を開催したい。 あり 0 1 承認 なし 理-28
3 2023年度救急撮影ケーススタディを開催したい。 あり 2 0 承認 なし 理-29
4 MRI基礎講習会を開催したい。 あり 0 0 承認 なし 理-30
5 “2024年新春の集い” 開催詳細について あり 13 3 承認 なし 理-31

6 第48回越谷市民祭りの事業に参加、医療画像展と
して出店予定。予算案の承認について あり 0 1 承認 なし 理-32

7 新入会員の承認について あり 0 0 承認 なし 理-33

8
公益委員会事業として開催している放射線特別授
業「３Dワークステーションを用いた人体解剖学
体験」用にノートPCとDICOM Viewerの追加購
入をお願いしたい。

あり 4 0 承認 なし 理-34

配信資料（メール配信を含む）
（１）総務
（２）学術
（３）公益
（４）財務
（５）編集・情報
（６）各支部
（７）議案書

本会議の議決を証明するために、議事録署名人におい
て署名捺印します。

2023年11月2日（木）

議事録署名人　　　富田　博信　（押印略）
　　　　　　　　　田中　　宏　（押印略）
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役員名簿

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
2023・2024 年度役員名簿

役職名 氏　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
会　　　長 富田　博信 帝京大学 03-3964-1211 h-tomita@sart.jp
副　会　長 潮田　陽一 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3593 y-ushioda@sart.jp
副　会　長 城處　洋輔 埼玉県済生会川口総合病院 048-253-1551 y-kidokoro@sart.jp
常務理事（学　　術） 中根　　淳 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 j-nakane@sart.jp
常務理事（学　　術） 滝口　泰徳 JCHO船橋中央病院 047-433-2111 y-takiguchi@sart.jp
常務理事（総　　務） 今出　克利 大宮医師会 048-663-5633 k-imade@sart.jp
常務理事（総　　務） 八木沢英樹 JCHO 東京蒲田医療センター 03-3738-8221 h-yagisawa@sart.jp
常務理事（公　　益） 佐々木　健 上尾中央総合病院 048-773-1111 t-sasaki@sart.jp
常務理事（編集・情報） 清水　邦昭 深谷赤十字病院 048-571-1511 k-shimizu@sart.jp
理　　事（財　　務） 肥沼　武司 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 t-koinuma@sart.jp
理　　事（学　　術） 近藤　敦之 埼玉医科大学病院 049-276-1264 a-kondo@sart.jp
理　　事（学　　術） 浅見　純一 行田中央総合病院 048-553-2000 jyunichi-asami@sart.jp
理　　事（編集・情報） 吉田　　敦 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 a-yoshida@sart.jp
理　　事（公　　益） 紀陸　剛志 埼玉医科大学病院 049-276-1264 takashi-kiroku@sart.jp
第一支部理事 佐藤　吉海 さいたま市立病院 048-873-4111 yoshiomi-sato@sart.jp
第二支部理事 大西　圭一 所沢ハートセンター 04-2940-8611 k-onishi@sart.jp
第三支部理事 大友　正人 埼玉医科大学国際医療センター 042-984-4111 masato-ohtomo@sart.jp
第四支部理事　 大野　　渉 羽生総合病院 048-562-3000 wataru-ohno@sart.jp
第五支部理事 矢﨑　一郎 春日部市立医療センター 048-735-1261 i-yazaki@sart.jp
第六支部理事 仲西　一真 上尾中央総合病院 048-773-1111 kazuma-nakanishi@sart.jp

監事・顧問
役　　職　　名 氏　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

監　　　事 田中　　宏 埼玉県立小児医療センター 048-601-2200 h-tanaka@sart.jp
監　　　事 淺野　克彦 参議院議員秘書 katsuhiko-asano@sart.jp
顧　　　問 小川　　清 k-ogawa@sart.jp
顧　　　問 鈴木　正人 埼玉県県議会議員 m-suzuki@sart.jp
顧問税理士 増田　利治 税理士法人クレシェンド会計事務所 048-649-1386

総務・財務委員会
役職名 氏　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
委　員　長 今出　克利 大宮医師会 048-663-5633 k-imade@sart.jp
副 委 員 長 八木沢英樹 JCHO 東京蒲田医療センター 03-3738-8221 h-yagisawa@sart.jp
副 委 員 長 潮田　陽一 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3593 y-ushioda@sart.jp
委　　　員 肥沼　武司 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 t-koinuma@sart.jp
委　　　員 佐藤　吉海 さいたま市立病院 048-873-4111 yoshiomi-sato@sart.jp
委　　　員 大西　圭一 所沢ハートセンター 04-2940-8611 k-onishi@sart.jp
委　　　員 大友　正人 埼玉医科大学国際医療センター 042-984-4111 masato-ohtomo@sart.jp
委　　　員 大野　　渉 羽生総合病院 048-562-3000 wataru-ohno@sart.jp
委　　　員 矢﨑　一郎 春日部市立医療センター 048-735-1261 i-yazaki@sart.jp
委　　　員 仲西　一真 上尾中央総合病院 048-773-1111 kazuma-nakanishi@sart.jp
委　　　員 佐々木　剛 埼玉医科大学病院 049-276-1264 tsuyoshi-sasaki@sart.jp
委　　　員 茂木　雅和 上尾中央総合病院 048-773-1111 masakazu-motegi@sart.jp
委　　　員 岡田　尚也 さいたま赤十字病院 048-852-1111 naoya-okada@sart.jp
委　　　員 福田　　栞 さいたま市立病院 048-873-4111 shiori-fukuda@sart.jp
委　　　員 戸澤　　茜 埼玉県診療放射線技師会　事務局 048-664-2728 akane-tozawa@sart.jp
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学術委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
委　員　長 中根　　淳 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 j-nakane@sart.jp
副 委 員 長 滝口　泰徳 JCHO船橋中央病院 047-433-2111 y-takiguchi@sart.jp
副 委 員 長 近藤　敦之 埼玉医科大学病院 049-276-1264 a-kondo@sart.jp
副 委 員 長 浅見　純一 行田中央総合病院 048-553-2000 jyunichi-asami@sart.jp
委　　　員 城處　洋輔 埼玉県済生会川口総合病院 048-253-1551 y-kidokoro@sart.jp
委　　　員 亀山　枝里 熊谷総合病院 048-521-0065 eri-kameyama@sart.jp
委　　　員 妹尾　大樹 埼玉医科大学国際医療センター 042-984-7702 taiki-senoo@sart.jp
委　　　員 吉澤　孝郁 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 takafumi-yoshizawa@sart.jp
委　　　員 戸澤　僚太 埼玉県済生会川口総合病院 048-253-1551 ryouta-tozawa@sart.jp
委　　　員 新島　正美 熊谷生協病院 04-2995-3100 masami-niijima@sart.jp
委　　　員 池野　裕太 さいたま赤十字病院 048-852-1111 yuuta-ikeno@sart.jp
委　　　員 堀切　直也 埼玉医科大学病院 049-276-1264 naoya-horikiri@sart.jp
委　　　員 茂木　雅和 上尾中央総合病院 048-773-1111 masakazu-motegi@sart.jp
委　　　員 廣田　絵美 小川赤十字病院 0493-72-2333 emi-hirota@sart.jp
委　　　員 小川　智久 上尾中央総合病院 048-773-1111 tomohisa-ogawa@sart.jp
委　　　員 白石　健吾 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 kengo-shiraishi@sart.jp
委　　　員 野々浦成美 さいたま市立病院 048-873-4111 narumi-nonoura@sart.jp

編集・情報委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
委　員　長 清水　邦昭 深谷赤十字病院 048-571-1511 k-shimizu@sart.jp
副 委 員 長 吉田　　敦 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 a-yoshida@sart.jp
委　　　員 宮崎　雄二 北里大学メディカルセンター 048-593-1212 y-miyazaki@sart.jp
委　　　員 潮田　陽一 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3593 y-ushioda@sart.jp
委　　　員 肥沼　武司 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 t-koinuma@sart.jp
委　　　員 大友　哲也 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 t-otomo@sart.jp
委　　　員 渡部　伸樹 さいたま赤十字病院 048-852-1111 nobuki-watanabe@sart.jp
委　　　員 堀越　隆之 大宮シティクリニック 048-645-1256 takayuki-horikoshi@sart.jp
委　　　員 八木沢英樹 JCHO 東京蒲田医療センター 03-3738-8221 h-yagisawa@sart.jp

公益委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
委　員　長 佐々木　健 上尾中央総合病院 048-773-1111 t-sasaki@sart.jp
副 委 員 長 紀陸　剛志 埼玉医科大学病院 049-276-1264 takashi-kiroku@sart.jp
委　　　員 志藤　正和 埼玉県済生会川口総合病院 048-253-1551 m-shito@sart.jp
委　　　員 内海　将人 埼玉県済生会加須病院 0480-52-3611 m-uchiumi@sart.jp
委　　　員 石田　仁子 白岡中央総合病院 0480-93-0661 kimiko-ishida@sart.jp
委　　　員 大河原　侑司 さいたま赤十字病院 048-852-1111 yuji-okawara@sart.jp
委　　　員 佐藤　克哉 埼玉県立小児医療センター 048-601-2200 katsuya-sato@sart.jp
委　　　員 宮崎　千晶 埼玉医科大学国際医療センター 042-984-0089 chiaki-miyazaki@sart.jp
委　　　員 嶋崎　恭介 上尾中央総合病院 048-773-1111 kyousuke-shimasaki@sart.jp
委　　　員 芳賀　陽菜 上尾中央総合病院 048-773-1111 haruna-haga@sart.jp

役
員
名
簿
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正 会 員 入 会 申 込 書

 　　年　　月　　日

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会　　会長殿

私は貴会の目的に賛同し、下記により入会を申し込みます。

フリガナ
性　別

男・女

　　生　　　年　　月　　日

西暦　　　　年　　月　　日氏　名

1．2．それぞれに○をつけご回答ください

1 ．今回の入会は［□新入会　□再入会　□転入］

2 ．□日本診療放射線技師会＆埼玉県診療放射線技師会へ入会

　　□埼玉県診療放射線技師会のみ入会

転入前の
所属技師会

フリガナ TEL　　　　　―　　　　　―　　　　　

勤務先名

フリガナ 〒

勤務先住所

フリガナ 〒 TEL　　　　　―　　　　　―　　　　　

自宅住所

E-mail
（携帯不可）

FAX申込書FAX申込書
埼玉放射線・Vol.69　No.4　2021埼玉放射線・Vol.69　No.4　2021
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会誌送付先 ①　勤務先　　　②　自宅
所属支部（地区）

診療放射線
技師免許

国家試験 第　　　　　　　回　　　　　　合格

登録 第　　　　　　　号　　　　　年　　　月　　　日　　　登録

免許取得の
学歴

入学年月日 西暦　　　　　　　年　　　　　月

卒業年月日 西暦　　　　　　　年　　　　　月

学校

関連分野の
最終学歴

学位 ある　　　　　　　　　なし

学位記番号

授与年月

授与機関

正
会
員
入
会
申
し
込
み
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正 会 員 入 会 申 込 書

 　　年　　月　　日

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会　　会長殿

私は貴会の目的に賛同し、下記により入会を申し込みます。

フリガナ
性　別

男・女

　　生　　　年　　月　　日

西暦　　　　年　　月　　日氏　名

1．2．それぞれに○をつけご回答ください

1 ．今回の入会は［□新入会　□再入会　□転入］

2 ．□日本診療放射線技師会＆埼玉県診療放射線技師会へ入会

　　□埼玉県診療放射線技師会のみ入会

転入前の
所属技師会

フリガナ TEL　　　　　―　　　　　―　　　　　

勤務先名

フリガナ 〒

勤務先住所

フリガナ 〒 TEL　　　　　―　　　　　―　　　　　

自宅住所

E-mail
（携帯不可）

FAX申込書FAX申込書
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会誌送付先 ①　勤務先　　　②　自宅
所属支部（地区）

診療放射線
技師免許

国家試験 第　　　　　　　回　　　　　　合格

登録 第　　　　　　　号　　　　　年　　　月　　　日　　　登録

免許取得の
学歴

入学年月日 西暦　　　　　　　年　　　　　月

卒業年月日 西暦　　　　　　　年　　　　　月

学校

関連分野の
最終学歴

学位 ある　　　　　　　　　なし

学位記番号

授与年月

授与機関

正
会
員
入
会
申
し
込
み
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退会届 FAX申込書 埼玉放射線・Vol.69　No.4　2021

も会師技線射放療診本日とるす会退を会師技線射放療診県玉埼、りよに程規）1注

同時に退会となります。

。いさだくい払支おはに合場るあが費会るいてし納滞）2注

退会時には必ず会員番号をご記入ください。
記載がない場合、退会処理に時間がかかり、希望日に間に合わない場合があ
ります。

）3注※重要

FAX申込書FAX申込書
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会員異動届

ファックス送信票
下記の通り送信致しますので、よろしくお願い致します。

受信者

送信者

ふりがな
届出会員名
技師会番号

①転出者は正確にご記入ください

②変更した項目をご記入ください

〒　　－
TEL　　　－　　　－

TEL　　　－　　　－
〒　　－

支部名 支部

　　　　　年　　　月　　　日

FAX番号：048－664－2733
公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

氏　　名

施 設 名

施設住所
＊郵送の場合
　　〒331－0812　さいたま市北区宮原町２丁目51番地39
　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　電話：048－664－2728

〒

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　会員登録変更届

転出先 （　　　　　）県へ転出 技師会費を（　　　　　　）年度まで納入

変

　
更

　
項

　
目

○印
ふ　り　が　な

自 宅 住 所

ふ　り　が　な

勤 務 先 名

ふ　り　が　な

勤務先住所

ふ　り　が　な

改 　 　 姓

支 部 変 更

連絡先変更

第（　　）支部を第（　　）支部に

退
会
届
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も会師技線射放療診本日とるす会退を会師技線射放療診県玉埼、りよに程規）1注

同時に退会となります。

。いさだくい払支おはに合場るあが費会るいてし納滞）2注

退会時には必ず会員番号をご記入ください。
記載がない場合、退会処理に時間がかかり、希望日に間に合わない場合があ
ります。

）3注※重要
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会員異動届

ファックス送信票
下記の通り送信致しますので、よろしくお願い致します。

受信者

送信者

ふりがな
届出会員名
技師会番号

①転出者は正確にご記入ください

②変更した項目をご記入ください

〒　　－
TEL　　　－　　　－

TEL　　　－　　　－
〒　　－

支部名 支部

　　　　　年　　　月　　　日

FAX番号：048－664－2733
公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

氏　　名

施 設 名

施設住所
＊郵送の場合
　　〒331－0812　さいたま市北区宮原町２丁目51番地39
　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　電話：048－664－2728

〒

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　会員登録変更届

転出先 （　　　　　）県へ転出 技師会費を（　　　　　　）年度まで納入

変

　
更

　
項

　
目

○印
ふ　り　が　な

自 宅 住 所

ふ　り　が　な

勤 務 先 名

ふ　り　が　な

勤務先住所

ふ　り　が　な

改 　 　 姓

支 部 変 更

連絡先変更

第（　　）支部を第（　　）支部に

Ｆ
Ａ
Ｘ
申
し
込
み
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年間スケジュール

２０２３・２０２４年度

埼玉県診療放射線技師会
日本診療放射線技師会など　 年間スケジュール表

2023 年度（1-3） 予定
１月 埼放技 日放技など ２月 埼放技 日放技など ３月 埼放技 日放技など

1 月 1 木 1 金
2 火 2 金 2 土

3 水 3 土 3 日 第37回埼玉県診療放
射線技師学術大会

4 木 4 日 4 月
5 金 5 月 5 火
6 土 6 火 6 水
7 日 7 水 7 木
8 月 8 木 8 金
9 火 9 金 9 土
10 水 10 土 10 日
11 木 11 日 11 月
12 金 12 月 12 火
13 土 13 火 13 水
14 日 14 水 14 木
15 月 15 木 15 金
16 火 16 金 16 土
17 水 17 土 17 日
18 木 18 日 18 月
19 金 19 月 19 火
20 土 20 火 20 水

21 日
2023年度　

第21回上部消化管検
査認定講習会

21 水 21 木

22 月 22 木 22 金
23 火 23 金 23 土
24 水 24 土 24 日
25 木 25 日 25 月
26 金 26 月 26 火
27 土 27 火 27 水
28 日 28 水 28 木
29 月 29 木 29 金
30 火 30 土
31 水 31 日

2024 年度（4-6） 予定
４月 埼放技 日放技など ５月 埼放技 日放技など ６月 埼放技 日放技など

1 月 1 水 1 土
2 火 2 木 2 日
3 水 3 金 3 月
4 木 4 土 4 火
5 金 5 日 5 水
6 土 6 月 6 木
7 日 7 火 7 金
8 月 8 水 8 土
9 火 9 木 9 日
10 水 10 金 10 月
11 木 11 土 11 火
12 金 12 日 12 水
13 土 13 月 13 木
14 日 14 火 14 金
15 月 15 水 15 土
16 火 16 木 16 日
17 水 17 金 17 月
18 木 18 土 18 火
19 金 19 日 19 水
20 土 20 月 20 木
21 日 21 火 21 金
22 月 22 水 22 土
23 火 23 木 23 日
24 水 24 金 24 月
25 木 25 土 25 火
26 金 26 日 26 水
27 土 27 月 27 木
28 日 28 火 28 金
29 月 29 水 29 土
30 火 30 木 30 日

31 金

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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広告協賛会社一覧（順不同）

No. 会社名 郵便番号 住所 電話
1 株式会社メディカルクリエート 330-0854 さいたま市大宮区桜木町2-403ほていやビル3階 048-782-7424
2 日本放射線防禦株式会社 113-0033 東京都文京区本郷2-38-12 03-3811-1158
3 株式会社メディカルサービスティアンドケイ 362-0001 上尾市上1710-3 048-777-7021
4 バイエル薬品株式会社 330-0843 さいたま市大宮区吉敷町1-75-1太陽生命大宮吉敷町ビル7階 048-640-6027
5 日本メジフィジックス株式会社 136-0075 東京都江東区新砂3-4-10 03-5634-7450
6 富士フイルムメディカル株式会社 330-0842 さいたま市大宮区浅間町2-240 048-645-6001
7 GEヘルスケア・ジャパン株式会社 330-0845 さいたま市大宮区仲町3-13-1住友生命第2ビル1階 048-614-9950
8 富士製薬工業株式会社 102-0094 東京都千代田区三番町5番地7 03-3264-2211
9 PDRファーマ株式会社 104-0031 東京都中央区京橋2-14-1 兼松ビル 03-3538-3621
10 キヤノンメディカルシステムズ株式会社 331-8701 さいたま市北区土呂町1-45-10 048-651-9290
11 コニカミノルタジャパン株式会社 105-0023 東京都港区芝浦1-1-1 03-6324-1080
12 シーメンスヘルスケア株式会社 141-8644 東京都品川区大崎1丁目11番1号ゲートシティ大崎ウエストタワー5階 03-3493-7500
13 富士フイルムヘルスケア株式会社 330-0812 埼玉県さいたま市北区宮原町4-17-22 048-661-8500

広告索引
造影剤関係

富士製薬工業株式会社 �������������  5
バイエル薬品株式会社 �������������  2

アイソトープ関係
PDRファーマ株式会社 ������������  6
日本メジフィジックス株式会社 ���������  3

フイルム関係
富士フイルムメディカル株式会社 ��������  4

機器関係
株式会社メディカルサービスティアンドケイ ���  1
キヤノンメディカルシステムズ株式会社 �����  2
GEヘルスケア・ジャパン株式会社 �������  4
コニカミノルタジャパン株式会社 ��������  6
シーメンスヘルスケア株式会社 ���������  3
富士フイルムヘルスケア株式会社 ��������  5

施設工事関係
日本放射線防禦株式会社 ������������  1

PACSサービス関係
株式会社メディカルクリエート ��������  表3

放射線施設等の設計、施工、維持管理

ＵＲＬ［http://www.nippoh-net.co.jp］

本　　社

（全国）

国立病院北海道がん

秋田大学病院

東北大学病院

埼玉県立がんセンター

国立がん研究セ中央病院

慶應大学病院

名古屋大学病院

大阪大学病院

九州大学病院

琉球大学病院

28
高度管理医療機器等販売業・貸与業
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（全国）

国立病院北海道がん

秋田大学病院

東北大学病院

埼玉県立がんセンター

国立がん研究セ中央病院

慶應大学病院

名古屋大学病院
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胸部X線画像病変検出ソフトウェア「CXR-AID」

※AI技術のひとつであるディープラーニングを設計に用いた。導入後に自動的にシステムの性能や精度が変化することはない。 

AI技術を活用して開発した胸部X線画像から結節・腫
瘤影、浸潤影、気胸の候補領域を検出するソフトウェ
アです。胸部X線画像を受け取り、解析結果画像を自
動的に作成して医
師の画像診断を支
援します。

CXR-AIDの
詳細はこちら

● FUJIFILM DR CALNEO Smart　販売名：デジタルラジオグラフィ DR-ID 1200 の付属品EX-M1　認証番号：226ABBZX00085000
● FUJIFILM DR CALNEO Flow　販売名：デジタルラジオグラフィ DR-ID 1800 の付属品EX-M1　認証番号：302ABBZX00021000

EX-Mobile は、下記オプションです。

胸部X線画像病変検出ソフトウェア CXR-AID　販売名：胸部X線画像病変検出（CAD）プログラム LU-AI689型 承認番号：30300BZX00188000
EX-Mobileは、販売名：デジタルラジオグラフィ DR-ID1200のオプションの拡張ユニット（EX-M1）、販売名：デジタルラジオグラフィ DR-ID1800の
オプションの拡張ユニット（EX-M1）及び販売名：富士画像診断ワークステーション CC-WS674型のオプションの補助コンピューター（EX-M1）の総称です。
富士画像診断ワークステーションの詳細はお問い合わせください。

カセッテ DR システムの使用イメージ

富士フイルムのモダリティ機器や画像診断ワークステーションのオプション品です。
EX-Mobileに胸部X線画像病変検出ソフトウェア「CXR-AID」をインストールすることができます。

「CXR-AID」の活用範囲を広げ、医師の画像診断業務を支援します。

小型拡張ユニット

CXR-AIDは、カセッテDR「FUJIFILM DR CALNEO Smart」
シリーズおよび「FUJIFILM DR CALNEO Flow」シリーズと連携
できます。X線撮影室で撮影後に、CXR-AIDの解析結果をコン
ソールが受信します。また、すぐにPACSへ元画像と共に解析結
果画像を転送でき、読影医の速やかな画像診断を支援します。

■ 撮影室

EX-Mobile

CXR-AID
解析の実施解析結果を受信

Console 
Advance

CALNEO Smart/CALNEO Flow

クリニック、在宅・
災害現場の使用
イメージはこちら

※コンソールでの解析結果の表示は、「CXR-AID」による処理が実施されたことを確認するためのものであり、
　診断を目的としたものではありません。CXR-AIDの解析結果を利用した読影は画像診断ワークステーション
　で行う必要があります。

https://fujifilm.com/fms/
製造販売業者

販売業者

 進化した“目”で、診る人を支える。
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近年、働く女性が増えている一方で、月経や妊娠・出産など、
女性特有の健康課題に悩まされる方も少なくありません。
そんな女性の健康リスクを、医薬の力で支えたい。
私たち富士製薬工業は、そう願っています。
1965年の会社設立以降、女性医療分野に特化し、
ライフステージに寄りそった医薬品を開発・製造・販売。
また、スマートフォンアプリの提供をはじめ、
女性の健康支援を目的とした啓発活動も行っています。
私たちはこれからも、働く女性のすこやかな毎日のために、
女性のこころとからだをトータルにサポートしてまいります。

約半世紀、

女性たちの笑顔のために。

本　　社 東京都千代田区三番町 5 番地 7 
海外拠点 OLIC(Thailand) Limited

https://www.fujipharma.jp/

A5_横型_4c
（173mm×103mm）
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皆さま、あけましておめでとうございます。本年も「埼玉
放射線」をよろしくお願い致します。

私事ですが、無事に厄年（後厄）が終わりそうです。この
会誌が出版されるころには終わっていることでしょう。また、
２年前から通っている通信制の大学も終わりが見えてきました。
今年は次の目標に向かって飛躍の年にしたいと思います。

そういえば、先日たまたま行った居酒屋で「宇宙ブルーイ
ング」という醸造所のクラフトビールを飲んだのですが、びっ
くりするくらい美味しくて、家でも飲みたいと思い探してみ
たのですが、取り扱い店舗も少なく、入荷してもすぐに完売
してしまい入手にすることができません。公式サイトから取
り寄せようにも発売開始と同時に売り切れてしまうほどの大
人気のようです。そういう商品はどうしても欲しくなる性格で、
入荷日はアナウンスしているので入荷のタイミングを見計らっ
て、先日なんとか公式サイトから購入することができました。
まだ手元に届いていないのですが、特別なイベントの後に飲
むのも良いかもしれませんね。

特別なイベントといえば、2024年3月3日（日）に大宮ソニッ
クシティで第37回埼玉県診療放射線技師学術大会が開催され
ます。すでに事前の申し込みも開始されております。皆さま
のご参加を心よりお待ちしております。

よっしー

埼玉放射線　第275号
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メディカルクリエートは遠隔画像診断に限らず
あなたの業務全般をサポートします

遠隔診断 至急判定

健診判定 臨床診断

独自の判定ワークフローで高精度※かつ迅速な判定
胸部･胃部･ ･ ･ ･超音波･眼底･心電図

※弊社所属の医師は定期的に
精度管理テストを受けています（胸部・ 実施，胃部準備中）

院院院

メディカルクリエートは遠隔画像診断に限らず
あなたの業務全般をサポートします

株株式式会会社社メメデディィカカルルククリリエエーートト
■大宮本社 埼玉県さいたま市大宮区桜木町 ほていやビル 階

院内勉強会企画 システム導入相談
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